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白
杉
庄
一
郎
教
授
の
所
説
に
関
連
し
て
l
l

井

上

周

人

一

は

じ

め

に

ニ
エ
業
部
門
で
の
「
虚
偽
の
社
会
的
価
値
」
の
固
定
化
を
独
占
利
潤
の
基
本
的
源
泉
と
す
る
白
杉
氏
の
見
解
と
、
そ
の
理
論
的
根
拠

一
ニ
「
虚
偽
の
社
会
的
価
値
」
の
第
一
の
実
体
的
基
礎
|
|
白
杉
氏
の
「
社
会
的
評
価
」
説
の
検
討

1
i

四
「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
」
の
解
釈
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
生
産
説
L

と
「
消
費
説
」

五
い
わ
ゆ
る
「
不
明
瞭
な
笛
所
」
(
『
資
本
論
』
第
三
巻
第
十
章
)
に
つ
い
て
の
諸
解
釈

六
叶
資
本
論
』
第
三
巻
第
十
章
、
と
く
に
い
わ
ゆ
る
「
不
明
瞭
な
箇
所
」
の
検
討

H

市
場
価
値
論
の
意
義

同
市
場
価
値
決
定
に
お
け
る
一
一
一
つ
の
「
組
合
せ
」

日
「
不
明
瞭
な
筒
所
」
に
お
け
る
市
場
価
値
の
特
殊
規
定

帥
「
私
見
」
!
市
場
価
値
の
「
競
争
説
」
的
解
釈

同
種
瀬
茂
氏
の
「
景
気
循
環
的
市
場
価
値
」
説

同
種
瀬
氏
所
説
へ
の
若
干
の
疑
問

市
場
価
値
の
「
特
殊
規
定
」
の
典
例
が
差
額
地
代
論
に
お
け
る
市
場
価
値
規
定
で
あ
る
と
い
う
見
解
の
検
討
(
以
上
続
載
〉

七
勺
差
額
地
代
」
t
y
二
価
値
一

一
七
七
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市
場
価
値
の
第
一
規
定
、
第
二
規
定
お
よ
び
差
額
地
代
論
に
お
け
る
市
場
価
値
規
定

自
杉
氏
に
よ
る
「
不
明
瞭
な
箇
所
の
解
釈
」
、
「
工
業
に
も
成
立
す
る
虚
偽
の
社
会
的
価
値
」
説
、
な
ら
び
に
「
差
額
地
代
の
本
質

担
握
」
の
三
点
に
つ
い
て
の
検
討

お

わ

り

に

十

前
稿
で
、
差
額
地
代
の
本
質
を
明
ら
か
に
し
、

「
壷
偽
の
社
会
的
価
値
」
を
成
立
せ
し
め
る
市
場
価
値
規
定
が
決
し
て
市
場
価
値
の
第

ニ
規
定
の
場
合
の
「
最
悪
規
定
」
と
同
一
性
質
の
も
の
で
は
な
く
、
差
額
地
代
論
に
お
け
る
市
場
価
値
規
定
が
、

『
資
本
論
=
ニ
巻
十
事

の
「
不
明
瞭
な
箇
一
所
」
で
の
市
場
価
値
の
第
二
規
定
の
「
典
型
」
で
も
具
体
例
で
も
な
い
こ
と
を
の
べ
た
。
そ
し
て
そ
の
際
、
主
と
し
て

マ
ル
グ
ス
批
判
家
か
ら
提
出
さ
れ
、

マ
ル
ク
ス
擁
護
者
か
ら
不
十
分
に
し
か
解
答
さ
れ
な
か
っ
た
差
額
地
代
論
に
お
け
る
「
平
均
原
理
」

と
「
限
界
原
理
」
の
矛
盾
説
の
あ
や
ま
り
を
、

「
資
本
的
条
件

1
平
均
原
理
」
、
「
土
地
的
条
件
U
限
界
原
理
」
と
い
、
7
マ
ル
ク
ス
の
設
定

を
正
し
く
受
け
と
め
、
農
産
物
の
市
場
価
値
規
定
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の

」
と
に
よ
っ
て
、

マ
ル
ク
ス
の
差
額
地
代
論
が
、
決
し
て
三
巻
十
章
の
市
場
価
値
の
特
殊
規
定
の
具
体
例
で
も
、

ま
し
て
や
そ
の
「
典

型
」
な
ど
で
も
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ろ
か
ら
で
あ
ワ
た
。
以
下
さ
ら
に
、
差
額
地
代
諭
に
お
け
る
市
場
価
値
と
『
資
本
論
』
三
巻

十
平
で
の
市
場
価
値
に
つ
い
て
、
別
な
視
角
か
ら
考
察
を
加
え
よ
う
。

J¥ 

市
場
価
値
の
第
一
規
定
、
第
二
規
定
お
よ
び
差
額
地
代
論
に
お
け
る
市
場
価
値
規
定

市
場
価
値
の
第
一
規
定
と
第
二
規
定
で
は
、
前
者
が
平
均
価
値
と
し
て
の
市
場
価
値
規
定
で
あ
り
、
比
率
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
に

た
い
し
、
後
者
は
限
界
価
値
と
し
て
の
市
場
何
値
で
あ
り
単
な
る
比
率
に
よ
っ
て
は
決
定
さ
れ
な
い
、
と
い
う
差
異
が
あ
る
こ
と
は
、
す



で
に
み
た
通
り
で
あ
る
が
、

で
は
、

そ
の
よ
う
な
内
容
上
の
差
異
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
両
者
に
成
立
す
る
と
こ
ろ
の
市
場
価

値
が
、
市
場
価
値
範
曙
と
し
て
は
、
ま
っ
た
く
同
一
で
あ
る
点
の
解
明
は
、
ど
の
よ
、
つ
に
展
開
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
問
は
、

マ
ル
ク
ス
価
値
論
を
首
尾
一
貫
し
て
把
握
し
よ
う
と
す
る
立
場
か
ら
当
然
生
ず
る
疑
問
で
あ
る
。

右
の
疑
問
に
つ
い
て
私
は
、
市
場
価
値
が
同
一
生
産
部
門
内
の
競
争
に
よ
っ
て
成
立
す
る
概
念
で
あ
り
、
算
術
加
重
平
均
と
し
て
の

「
比
率
計
算
」
は
、

そ
れ
自
体
何
も
意
味
し
な
い
1
1
|
そ
れ
は
研
究
に
よ
っ
て
初
め
て
確
立
さ
れ
う
る
と
こ
ろ
の
相
対
立
す
る
諸
動
揺
の

均
衡
化
の
最
終
成
呆
の
算
数
的
表
現
に
し
か
す
ぎ
な
い
ー
ー
と
い
う
「
私
見
」
を
、
す
で
に
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
で
の
べ
て
お
い
た
。

場
価
値
規
定
で
あ
っ
た
。

市
場
価
値
の
第
一
規
定
と
第
二
規
定
と
の
関
係
と
一
見
似
て
い
る
の
が
、
市
場
価
値
の
第
一
規
定
と
マ
ル
ク
ス
の
差
額
地
代
論
で
の
市

そ
こ
で
、
以
下
さ
ら
に
市
場
価
値
の
第
一
規
定
、
市
場
価
値
の
第
二
規
定
、
差
額
地
代
論
で
の
市
場
価
値
規
定

と
い
う
、
こ
の
三
つ
の
規
定
の
関
係
、
そ
の
共
通
点
と
相
異
点
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
ず
市
場
価
値
の
第
三
規
定
と
整
額
地
代
論
に
お
け
る
「
個
別
的
価
値
と
市
場
価
値
の
総
計
で
の
不
一
致
」
に
は
本
質
的
な
ち
が
い
が

あ
る
点
か
ら
み
て
ゆ
こ
う
。

あ
る
同
一
生
産
物
を
生
産
す
る
に
必
要
な
個
々
の
労
働
者
の
労
働
時
間
は
、
熟
練
、
強
度
、
怠
惰
・
勤
勉
、
道
具
・
機
械
、
社
会
的
・

自
然
的
環
境
、

そ
の
他
種
々
な
条
件
の
差
に
よ
っ
て
異
な
る
。
こ
の
結
果
、
あ
る
商
品
を
生
産
す
る
に
必
要
な
個
別
的
労
働
時
聞
は
、
そ

れ
ぞ
れ
こ
と
な
る
。
し
か
し
高
品
の
価
値
を
形
成
す
る
労
働
時
聞
は
、

マ
ル
ク
ス
が
『
資
本
論
一
一
官
頭
の
一
章
で
規
定
し
た
「
社
会
的
必

要
労
働
時
間
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
主
体
的
に
は
労
働
の
熟
練
と
強
度
の
社
会
的
平
均
度
の
労
働

(
U平
均
労
働
力
の
支
出
〉
で
あ
り
、
客
体

的
に
は
生
産
諸
条
件
が
社
会
的
・
標
準
的
で
あ
る
と
こ
ろ
で
支
出
さ
れ
た
労
働
時
間
で
あ
る
。

だ
か
ら
単
な
る
無
規
定
な
労
働
時
間
と
、
価
値
形
成
的
労
働
時
間
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。
次
の
こ
と
を
考
え
よ
う
。
こ
こ
に

A
商
品

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

一
七
九
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O

と
B
商
品
と
い
う
二
種
類
の
工
業
生
産
物
が
あ
り
、

A
、
B
そ
れ
ぞ
れ
の
商
品
の
社
会
的
に
必
要
な
総
量
を
生
産
す
る
た
め
に
、

A
商
品

生
産
部
門
で
は
六

0
0時
間
、

B
商
品
生
産
部
門
で
は
二
四

0
時
間
の
社
会
的
必
要
労
働
時
間
を
要
し
た
と
す
る
。

A
、
B
そ
れ
ぞ
れ
の

生
産
量
を
一

O
C個
と
す
れ
ゴ
、

A
は
一
個
あ
た
り
六
時
間
、

B
は
二
・
四
時
間
の
価
値
形
成
的
労
働
時
間
を
合
む
。
も
し

A
一
個
と
B

一
個
と
が
交
換
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、

A
は
三
・
六
時
間
の
損
失
、

B
は
三
・
六
時
間
の
利
益
と
な
る
と
こ
ろ
の
不
等
労
働
時
間
の
交
換
と

な
ろ
。
こ
の
よ
う
な
事
態
は
、
現
実
の
社
会
で
は
競
争
に
よ
っ
て
、
固
定
化
し
え
な
い
。
そ
れ
は
正
し
い
交
換
比
率
に
引
き
戻
さ
れ
よ
う

と
す
る
。
法
則
が
純
粋
に
貫
徹
さ
れ
る
な
ら
ば
、

A
商
品
三
個
に
対
し
て

B
商
品
は
五
個
が
交
換
さ
れ
る
は
ず
で
あ
り
、
総
計
で
い
え
ば

A
商
品
四

O
個
(
二
回
O
労
働
時
間
の
対
象
化
物
)
と
、

B
商
品
の
総
量
(
二
回
O
労
働
時
間
の
対
象
化
物
)
と
が
交
換
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

と
こ
ろ
が
今
、

B
が
農
産
物
で
あ
る
場
合
に
は
事
態
は
異
な
る
。
す
な
わ
ち

A
の
総
量
(
六
0
0労
働
時
間
の
対
象
化
物
)
は

B
の
総
量
合
一

四
O
労
働
時
聞
の
対
象
化
物
)
と
交
換
さ
れ
、

か
く
て

A
一
個
と

B
一
伺
と
の
交
換
は
六
時
間
と
二
・
四
時
間
|
|
た
だ
し
、
こ
こ
で
の
時

聞
は
同
質
の
労
働
時
間
で
は
な
い
(
こ
の
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
)
の
だ
が
ー
ー
と
い
う
労
働
時
閣
の
交
換
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
交
換
比
率
は
な
ん
ら
偶
然
的
な
、

一
時
的
な
も
の
で
は
な
く
、
逆
に
偶
然
的
・
一
時
的
な
交
換
現
象
を
貫
く

本
賓
と
し
て
、

工
業
生
産
物
と
農
業
生
産
物
と
の
交
換
現
象
を
規
制
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
工
業
生
産
物
士
ハ
時
間
)
と
農
業
生
産

物
(
二
・
四
時
間
)
と
の
交
換
は
、

エ
業
生
産
物
(
六
時
間
)
と
工
業
生
産
物
(
六
時
間
〉
と
の
交
換
と
等
価
交
換
と
し
て
は
ま
っ
た
く
変
ち

な
い
。
何
故
か
。
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
農
産
物
の
市
場
価
値
は
、
農
業
経
堂
の
特
殊
性
に
よ
っ
て
、
土
地
的
条
件
の
捨
象
さ
れ
た

最
劣
等
地
で
つ
早
位
あ
た
り
の
農
産
物
を
生
産
す
る
に
必
要
な
六
時
間
の
個
別
的
労
働
時
間
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。

か
く

し
て
、
資
本
主
義
生
産
様
式
の
基
礎
上
で
は
、
農
査
吻
法
現
実
的
労
働
時
間
が
二
・
四
時
間
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実
的
労
働
時

聞
が
六
時
間
の
工
業
生
産
物
と
等
置
、
交
換
さ
れ
る
。



こ
こ
で
明
白
に
六
時
間
と
二
・
四
時
間
と
の
交
換
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
流
通
説
」
論
者
に
有
利
な
事
実
を
提
供

す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
る
ほ
ど
六
と
二
・
四
と
い
う
数
字
上
で
は
一
見
不
等
量
の
交
換
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
数
字
の
も
つ
質
は
果
し

て
同
一
で
あ
ろ
う
か
。
明
ら
か
に
こ
の
場
合
の
工
来
生
産
物
の
一
時
間
と
農
業
生
産
物
の
一
時
間
と
は
質
的
に
、
と
い
う
こ
と
は
、
価
値

形
成
的
労
働
時
間
と
し
て
は
、
異
な
る
の
で
あ
る
。

A
商
品
も
B
商
品
も
と
も
に
工
業
生
産
物
で
あ
る
場
合
に
は
、

A
商
品
一
個
と

B
商

品
一
個
の
交
換
は
同
質
の
労
働
時
間
の
不
等
交
換
で
あ
る
。
が

B
商
品
が
農
産
物
の
場
合
に
は
そ
う
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
工
業
生
産

物
A
の
六
時
間
と
農
業
生
産
物
B
の
二
・
四
時
間
を
比
較
し
て
み
た
場
合
、
こ
の
双
方
の
労
働
は
、
全
く
同
様
に
生
産
諸
条
件
は
社
会
的

-
標
準
的
な
そ
れ
で
あ
り
、

そ
こ
で
の
労
働
力
の
行
使
U
労
働
は
熟
練
と
強
度
の
平
均
度
の
労
働
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
ば
あ
い
の
労
働
時

間
は
労
働
時
間
と
し
て
は
ま
っ
た
く
同
質
で
あ
る
。

し
か
し
両
者
の
共
通
性
は
こ
こ
ま
で
で
あ
る
。

で
は
差
異
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

k 、

れ
は

B
の
二
・
四
時
間
が
土
地
的
条
件
(
た
と
え
ば
豊
度
〉
に
よ
り
強
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
あ
る
。

B
の
ニ
・
四
時
間
は
土
地
的
条

件
に
よ
っ
て
強
め
ら
れ
た
二
・
四
時
間
で
あ
り
、
「
無
地
代
地
を
零
点
と
じ
た
豊
龍
度
の
差
別
に
比
例
」
(
『
資
本
論
』
第
三
巻
七
六
五
頁
、
訳

一
O
O
八
頁
)
し
て
強
め
ら
れ
、
価
値
形
成
的
労
働
時
間
と
し
て
は
工
業
の
六
時
間
に
相
当
す
る
労
働
時
間
な
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
マ
ル
ク
ス
ほ
エ
ン
ゲ
ル
ス
宛
の
一
八
六
二
年
八
月
二
日
付
の
書
簡
で
、
絶
対
地
代
の
説
明
に
引
き
続
い
て
次
の
よ
う
に
の
べ
て

い
ろ
の
だ
。

「
単
な
る
走
額
地
代
|
|
ぞ
れ
は
資
本
が
あ
る
他
の
投
下
部
面
の
代
り
に
土
地
に
投
下
さ
れ
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
の
で
は
な

い
1

iー
に
は
理
論
的
に
は
何
ら
困
難
な
点
は
な
い
。
そ
れ
は
、
す
べ
て
の
工
業
生
産
部
面
で
平
均
的
条
件
よ
り
も
優
良
な
条
件
の
も
と
で

作
業
す
る
す
べ
て
の
資
本
に
と
っ
て
存
在
す
る
超
過
利
潤
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
た
だ
、
そ
れ
が
農
業
で
は
、
種
々
の
土
地
種
類
の
自
然
的

豊
度
の
差
異
と
い
う
よ
う
な
堅
固
な
(
相
対
的
に
〉
固
定
的
な
基
礎
に
も
と
づ
く
が
故
に
、

(
川
品
)

本
論
に
関
す
る
手
紙
』
上
巻
一
一
六
貰
)
。

固
定
化
さ
れ
る
だ
け
だ
」

(
岡
崎
次
郎
訳
『
資

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

戸、



「
差
額
地
代
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と
「
価
値
」

F¥. 

(
出
)
差
額
地
代
に
転
化
す
る
超
過
利
潤
が
、
そ
の
本
質
に
お
い
て
、
工
業
の
超
過
利
潤
と
同
一
で
あ
る
こ
と
、
な
ら
び
に
両
者
の
差
別
に
つ
い

て
、
マ
ル
ク
ス
は
一
八
六
二
年
八
月
二
日
付
の
書
一
簡
と
同
一
の
見
解
を
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
で
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
「
差
額
地
代
は
単

に
超
過
利
潤
に
相
当
し
、
こ
の
超
過
利
潤
は
、
市
場
価
格
ま
た
は
よ
り
正
穣
に
は
市
場
価
値
が
与
え
ら
れ
て
い
る
ぱ
あ
い
に
、
各
産
業
部
門
た
と

え
ば
綿
紡
績
業
に
お
い
て
、
こ
の
特
定
産
業
の
平
均
的
諸
条
件
よ
り
も
優
良
な
生
産
諸
条
件
を
有
す
る
そ
の
資
本
家
が
得
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ

る
。
と
い
う
の
は
、
あ
る
特
定
生
産
部
面
の
尚
品
の
価
値
は
、
個
々
の
尚
品
に
費
や
さ
れ
る
労
働
量
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
そ
の
部
面
の
平
均
的

諸
条
件
の
も
と
で
生
産
さ
れ
る
〈
こ
こ
で
マ
ル
ク
ス
が
こ
の
平
均
的
諸
条
件
の
な
か
に
土
地
的
条
件
を
含
め
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い

-
井
上
)
そ
の
商
品
に
費
や
さ
れ
る
労
働
量
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
製
造
業
と
農
業
と
が
区
別
さ
れ
る
の
は
、
た

だ
、
一
方
で
は
超
過
利
潤
が
資
本
家
自
身
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
は
い
り
、
他
方
で
は
土
地
所
有
者
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
は
い
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ

り
、
さ
ら
に
、
超
過
利
潤
が
前
者
に
お
い
て
は
稼
動
し
て
定
着
す
る
こ
と
な
く
、
時
に
応
じ
て
あ
れ
や
こ
れ
や
の
資
本
家
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
、

絶
え
ず
ま
た
解
消
さ
れ
て
ゆ
く
の
に
、
他
方
、
後
者
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
、
土
地
の
多
様
陛
と
い
う
、
そ
れ
の
持
続
的
な
(
す
く
な
く
と
も
か

な
り
長
時
間
持
続
す
る
)
自
然
的
基
礎
の
た
め
に
、
固
定
化
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
で
で
あ
る
「
弓
剰
余
価
値
学
説
史
』
国
民
文
庫
版
、
大

島
清
・
時
永
淑
訳
間
一
九
二

O
頁
〉
。
と
こ
に
「
虚
偽
の
社
会
的
価
値
L
、
の
解
釈
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
生
産
説
」
と
コ
流
通
説
」
の
論
争
に

お
け
る
前
者
の
基
本
的
な
正
当
さ
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
他
方
の

A
の
六
時
間
は
土
地
的
条
件
の
ゼ
ロ
の
も
と
で
の
六
時
間
で
あ
る
。

か
く
し
て
両
者
の
価
値
量
関
係
は
「

A
の
六

時
間

H
B
の
二
・
四
時
間
×
豊
度
」
と
い
う
関
係
に
あ
る
。
だ
か
ら
と
れ
を
「

A
の
六
時
間

H
B
の
六
時
間
」
と
す
る
な
ら
ば
、
か
え
っ

て
と
の
等
式
は
誤
り
と
な
る
。
何
故
な
ら
、

B
の
時
間
は
土
地
的
条
件
(
た
と
え
ば
農
度
)
に
よ
り
強
め
ら
れ
、

A
の
価
値
形
成
的
な
時

間
単
位
に
還
元
す
れ
ば
六
時
間
以
上
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
右
の
関
係
と
同
様
の
関
係
は
工
業
に
お
い
て
も
み
ら
れ
て
い
た
。

上
、
中
、
下
の
三
つ
の
企
業
が
あ
る
と
す
る
。
平
均
労
働
力
の
充
用
を
前
提
と
し
、
生
産
手
段
の
価
値
移
転
部
分
を
捨
象
し
て
、
た
と
え

た
と
え
ば
い
ま
同
一
の
生
産
部
門
内
に
生
産
諸
条
件
の

ば
上
位
の
企
業
は
一
個
の
商
品
を
八
時
間
、
中
位
は
一

0
時
間
、
下
位
は
一
二
時
間
で
生
産
す
る
と
す
る
。
こ
の
場
合
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∞
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∞
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仰
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湖
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叶
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だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
価
値
形
成
的
労
働
時
間
と
し
て
ほ
、
上
、
下
の
企
業
の
個
別
的
労
働
時
間
は
中
世
の
企
業
の
労
働
時
間

に
選
一
見
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
還
元
も
個
々
の
資
本
家
の
意
識
を
週
え
た
、

一
つ
の
社
会
的
行
為
〈
競
争
)
と
し
て

遂
行
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ま
で
た
び
た
び
指
摘
し
た
よ
う
に
、

土
地
的
条
件
に
よ
る
例
外
的
生
産
力
と
資
本
的
条
件
に
よ
る

例
外
的
生
産
力
と
の
差
異
が
両
者
の
問
に
存
在
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
農
産
物
の
価
値
の
場
合
は
工
業
生
産
物
の

は
あ
い
と
は
こ
と
な
り
土
地
的
条
件
の
介
在
に
よ
っ
て
社
会
的
必
要
労
働
時
間
以
下
に
弱
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

ぞ
れ
故
、
差
額
地
代
の
マ
ル
ク
ス
の
表
一
の
数
字
に
よ
れ
ば
土
地
生
産
部
門
の
特
殊
性
の
結
果
、
こ
の
部
門
に
投
下
さ
れ
た
二
円
。
時

間
の
生
産
物
は
、

一
ク
オ
ー
ダ
ー
あ
た
り
D
で
は
一
・
五
、

C
で
は
二
、

B
で
は
一
二
の
労
働
時
間
の
生
産
物
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

土
地
的
条
件
の
捨
象
さ
れ
て
い
る

A
の
六
時
間
が
農
産
物
の
生
産
に
必
要
な
社
会
的
必
要
労
働
時
間
と
な
る
。
そ
し
て
、

D
、

c、
B 
地

の
一
・
五
、
二
、
三
時
間
は
す
べ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
豊
度
で
強
め
ら
れ
、
価
値
形
成
的
労
働
時
間
と
し
て
は

A
地
の
六
時
間
に
相
当
す
る

Q

か
く
し
て
農
産
物
の
総
労
働
時
間
二
四

0
時
間
は
工
業
生
産
物
の
総
労
働
時
間
六

0
0時
間
と
等
し
く
、
ぞ
れ
ゆ
え
二
・
四
時
間
は
六
時

聞
に
等
し
い
。
こ
れ
を
マ
ル
ク
ス
の
数
字
例
に
上
り
1
1
1
「
過
去
の
労
働
」
と
「
生
き
た
労
働
」
の
棺
産
を
捨
象
し
て
|
|
示
す
と
、
次

の
よ
う
に
な
る
。

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

一
八
三
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糊
3
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N
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3
N
串
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ω
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古
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D
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河
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串

E
U
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H
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梓
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・

3
隅
河
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「
で
は
位
置
に
よ
る
差
額
地
代
の
場
合
は
ど
う
か
。
市
場
か
ら
の
位
置
の
差
(
H
H
経
済
的
距
離
の
差
)
も
、
農
産
物
の
個
別
的
生
産
価
格

と
一
般
的
生
産
価
格
と
の
差
を
生
み
出
し
、
優
等
地
の
経
営
が
そ
の
豊
度
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
に
よ
り
生
産
物
の
単
位
量
あ
た
り
の
個

別
的
生
産
価
格
を
低
廉
化
し
て
超
過
利
潤
を
入
手
す
る
の
と
同
様
に
、
有
利
な
位
置
の
経
営
は
そ
の
個
別
的
生
産
価
格
を
縮
少
し
て
超
過

利
潤
を
入
手
す
る
。
そ
こ
で
資
本
的
・
経
営
的
条
件
は
同
一
で
あ
る
が
、
も
っ
と
も
不
利
な
位
置
の
経
営
の
平
均
労
働
力
一
時
間
の
支
出

し
て
は
強
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

に
対
し
、
有
利
な
位
置
の
経
営
の
平
均
労
働
力
一
時
間
の
支
出
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
の
有
利
な
度
合
に
よ
り
価
値
形
成
的
労
働
時
間
と

た
だ
両
者
の
差
異
と
し
て
は
、
豊
度
の
場
合
は
生
産
物
量
の
増
加
を
通
じ
て
一
個
あ
た
り
の
個
別

的
生
産
価
格
が
低
下
す
る
の
に
対
し
、
位
置
の
場
合
は
生
産
物
量
は
同
一
で
あ
り
な
が
ら
、
し
か
も
直
接
そ
の
一
個
あ
た
り
の
生
産
物
の

個
別
的
生
産
価
格
を
低
下
さ
せ
て
い
る
点
が
あ
げ
ら
匂
か
」

(
拙
著
『
地
代
の
理
論
』
一
八
二
頁
〉
。

(
お
)
位
置
の
差
額
地
代
に
関
し
て
の
右
の
よ
う
な
「
私
見
」
に
は
批
判
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
大
淵
素
行
氏
は
「
位
置
の
差
額
地
代
第
I
、
第
E

形
態
と
立
木
価
格
」
(
『
新
潟
大
学
法
経
論
集
』
一
七
巻
二
了
四
合
併
号
、
一
九
六
七
年
二
一
月
)
の
補
論
「
差
額
地
代
源
泉
論
争
と
位
置
の
差
額

地
代
」
の
「

ω運
搬
距
離
が
近
い
と
い
う
こ
と
で
運
搬
労
働
が
強
め
ら
れ
て
作
用
し
う
る
か
「
で
次
の
よ
う
に
い
う
。

位
置
の
差
額
地
代
E
を
捨
象
し
て
、
第
I
形
態
の
み
考
え
る
こ
と
に
す
る
。
土
地
の
豊
度
は
一
定
で
中
央
に
都
市
が
あ
り
、
そ
こ
に
市
場
が
あ

る
と
考
え
る
。
中
央
市
場
に
お
け
る
運
搬
労
働
を
含
む
生
産
物
の
個
別
的
価
値
は
、
需
要
に
と
っ
て
必
要
な
最
遠
方
の
土
地
つ
ま
り
耕
境
の
生
産

物
の
個
別
的
価
値
が
最
高
と
な
る
。
運
搬
労
働
を
除
外
す
る
、
丸
太
の
純
粋
の
生
産
労
働
(
育
成
労
働
伐
出
労
働
〉
の
み
に
よ
る
伐
採
地
点
に
お



け
る
伺
別
的
価
値
は
、
生
産
要
素
(
電
気
の
こ
、
肥
料
集
剤
等
)
の
中
で
都
山
に
起
源
を
も
つ
も
の
が
、
そ
の
含
ん
で
い
る
運
搬
労
働
の
相
違
に

よ
り
多
少
個
別
的
何
値
を
異
に
す
る
こ
と
に
よ
り
異
な
、
り
ざ
る
を
得
な
い
が
、
そ
の
こ
と
を
捨
象
し
て
、
丸
太
の
伐
採
地
点
価
値
を
全
く
一
様
で

あ
る
と
規
定
す
る
な
ら
ば
、
丸
太
単
位
量
の
中
央
都
市
の
市
場
に
お
け
る
個
別
的
価
値
の
都
市
か
ら
の
距
離
の
差
に
よ
る
地
帯
別
の
差
は
、
専
ら

運
搬
労
働
時
間
の
差
に
原
因
を
も
つ
こ
と
に
な
る
(
丸
太
H
H
素
材
と
考
え
る
)
。

丸
太
単
位
量
の
伐
採
地
点
価
値
が
仮
に
一

O
で
、
市
場
に
お
け
る
耕
境
の
生
産
物
の
個
別
的
価
値
が
仮
に
一
二

O
で
あ
る
と
す
る
と
、
運
搬
労
働

に
上
る
付
加
価
値
は
二
口
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
丸
太
の
社
会
的
価
値
が
併
境
の
生
産
物
の
価
値
で
あ
る
一
二

O
に
よ
っ
て
規
定
語
れ
る
と
仮
に

仮
定
す
る
な
ら
ば
、
排
境
と
市
場
と
の
丁
度
中
聞
の
地
点
の
生
産
物
は
山
場
に
お
い
て
二

O
の
個
別
的
価
値
を
も
つ
が
、
こ
れ
が
三

O
の
社
会
的

価
値
を
も
つ
こ
と
に
な
り
、
運
搬
労
働
が
丁
度
二
倍
に
強
め
ら
れ
て
作
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
都
市
か
ら
の
距
離
が
耕
境
か
ら
の
民
離
の

1
一3
の

地
点
の
生
産
物
に
お
い
て
は
、
運
搬
労
力
は
三
倍
に
強
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
同
様
に
し
て
都
市
か
ら
の
距
離
が
耕
境
か
ら
の
距
離
の

1
一N
の

一
、
，
一
ハ
U

地
占
点
…
の
生
産
物
に
お
い
て
は
運
搬
労
働
は

N
倍
に
強
め
、
ら
り
れ
て
作
用
す
る
と
い
、
う7
こ
と
に
な
る
。
極
端
に
一
き
吉

一4

一
一
可
I.ム

-

生
産
物
に
お
い
て
は
、
そ
の
運
搬
労
働
は
一

O
O倍
、
一

0
0
0倍
に
強
め
ら
れ
て
作
用
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
結
論
は
労
働
価
値
説
と
し
て
は
絶
対
に
承
認
し
え
な
い
も
の
で
、
そ
れ
は
労
働
側
値
説
を
根
底
か
ら
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
丸
太
の
社
会
的
価
値
が
、
耕
境
の
生
産
物
の
個
別
的
価
値
三

O
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
仮
定
し
た
と
こ
ろ
に
そ
も
そ
も
の
出
発
点
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

社
会
的
価
値
は
、
各
地
帯
別
の
生
産
物
の
個
別
的
価
値
の
加
重
平
均
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
考
え
る
の
が
、
「
生
産
物
の
使
用
価
値
に
無
関

係
に
、
同
じ
労
働
は
同
じ
時
間
内
に
、
同
じ
だ
け
の
価
値
を
生
み
出
す
」
と
い
う
労
働
価
値
説
の
基
本
原
則
に
よ
り
、
必
然
的
に
導
か
れ
る
帰
結

で
あ
る
。
・
:

も
っ
と
も
「
労
働
が
強
め
ら
れ
て
作
用
す
る
一
と
い

7
考
え
方
は
一
例
外
的
な
生
産
力
を
も
っ
労
働
」
に
つ
い
て
い
わ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、

こ
の
場
合
の
単
に
距
離
が
近
い
た
め
に
運
搬
時
間
が
少
く
て
す
む
と
い
う
よ
う
な
場
合
に
、
〈
運
搬
労
働
が
例
外
的
に
高
い
生
産
力
を
も
っ
〉
L
)

考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
(
二
三
三
五
頁
、
ゴ
チ
は
引
用
者
)
。

そ
し
て
、
「
位
置
の
差
額
地
代
の
源
泉
問
題
に
ふ
れ
て
井
上
周
八
氏
は
次
の
如
く
言
っ
て
い
る
」
(
二
一
二
五
頁
)
と
し
て
、
さ
き
の
私
見
を
引

用
し
次
の
如
く
い
う
。

以
上
で
有
利
な
位
置
の
経
営
の
平
均
労
働
力
の
一
時
間
の
支
出
は
、
も
っ
と
も
不
利
な
位
置
の
湿
営
の
平
均
労
働
力
一
時
間
に
対
し
「
そ
れ
ぞ

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値

一
八
五
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J'， 
ー」

ノ¥

れ
の
位
置
の
有
利
な
度
合
に
よ
り
『
価
値
形
成
的
労
働
時
間
』
と
し
て
は
強
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
と
考
え
る
」
生
産
説
的
な
見
解
が
典
型
的

に
で
て
い
る
。
耕
境
か
ら
中
央
都
市
の
市
場
ま
で
運
搬
す
る
労
働
に
対
し
て
、
中
央
市
場
ま
で
の
距
離
の
短
縮
に
反
比
例
し
て
運
搬
労
働
が
強
め

ら
れ
て
作
用
す
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
運
搬
手
段
の
改
良
が
な
く
て
、
単
位
生
産
物
量
当
り
の
単
位
距
離
当
り
運
搬
コ
ス
ト
お
よ
び
運
搬
労
働

〈
時
間
〕
に
何
等
の
変
化
が
生
じ
な
く
と
も
、
た
だ
都
市
に
よ
り
近
い
と
こ
ろ
か
ら
運
搬
す
る
と
い
う
こ
と
、
だ
け
で
運
搬
労
働
が
強
め
ら
れ
て
作

用
す
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
ー
而
…
の
距
離
か
ら
運
搬
す
れ
ば
一

0

3
倍
に
、
ー
一
酬
の
距
離
か
ら
運
搬
す
れ
ば
一
刀
倍
に
、
逗
搬
距
離
ゼ
ロ

の
地
点
で
は
無
限
犬
に
強
め
ら
れ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

以
上
に
お
い
て
井
上
氏
の
場
合
、
有
利
な
位
置
と
不
利
な
位
置
と
の
生
産
物
量
を
同
一
と
し
、
資
本
的
経
営
的
条
件
を
同
一
と
し
て
、
そ
の
上

で
生
産
費
に
差
が
存
在
し
、
そ
の
差
額
が
差
額
地
代
を
形
成
す
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
生
産
費
の
差
額
を
専
ら
運
搬
費
の
差
で
あ

る
と
考
え
る
こ
と
は
無
理
な
想
定
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
(
と
い
う
よ
り
は
、
逆
に
こ
の
よ
う
な
マ
ル
ク
ス
の
想
定
し
た
方
法
に
よ
っ
て
の
み
、

差
額
地
代
の
本
質
、
性
格
が
理
論
的
に
明
確
に
把
握
さ
れ
う
る
は
ず
な
の
で
あ
る

l
i
井
上
)
。
距
離
が
短
い
た
め
に
運
搬
労
働
が
不
必
要
で
あ

っ
た
だ
け
特
別
剰
余
価
値
が
生
産
さ
れ
、
必
要
で
あ
っ
た
運
搬
労
働
の
部
分
が
一

0
0
0倍
一
万
倍
等
に
強
め
ら
れ
て
、
運
搬
労
働
が
不
必
要
で

可
欠
如
し
て
い
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
特
別
剰
余
価
値
の
実
体
的
裏
付
け
と
な
る
よ
う
な
理
論
が
労
働
価
値
説
を
極
度

に
歪
曲
す
る
も
の
で
な
く
て
何
で
あ
ろ
う
(
同
上
二
三
六
頁
)
。

右
の
大
測
氏
の
見
解
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
氏
の
見
解
の
基
礎
に
は
「
丸
太
の
社
会
的
価
値
が
、
耕
境
の
生
産
物
の
個
別
的
価
値
三

O
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
仮
定
し
た
と
こ
ろ
に
そ
も
そ
も
の
」
誤
っ
た
「
出
発
点
が
あ
っ
た
」
と
い
う
考
え
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
も
し
右
の

点
が
誤
っ
た
出
発
点
な
ら
、
同
様
に
豊
度
の
場
合
で
も
、
最
劣
等
地
の
土
地
生
彦
物
の
個
別
的
価
値
げ
が
市
場
価
値
を
規
定
す
る
と
い
う
マ
ル
ク
ス

の
差
額
地
代
論
そ
の
も
の
も
全
く
の
誤
り
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
事
実
氏
は
、
「
社
会
的
価
値
は
、
各
地
帯
別
の
生
産
物
の
個
別
的
価
値
の
加

手よ
i

均
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
考
え
る
の
が
、
『
生
産
物
の
使
用
価
値
に
無
関
係
に
、
同
ヒ
労
働
は
同
じ
時
間
内
に
、
同
じ
だ
け
の
価
値
を
生

み
出
す
』
と
い
う
労
働
価
値
説
の
基
本
原
則
よ
り
、
必
然
的
に
導
か
れ
る
帰
結
で
あ
る
」
と
い
う
第
一
の
見
解
と
結
び
つ
い
た
誤
っ
た
見
解
に
立

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
が
、
工
業
の
場
合
、
価
値
|
|
社
会
的
価
値

i
i市
場
価
値
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
の
説
明
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ

る
「
平
均
原
理
」
的
立
場
に
立
ち
、
価
値
の
大
き
さ
を
規
定
す
る
労
働
時
間
を
、
「
現
存
の
社
会
的
・
標
準
的
生
産
諸
条
件
下
で
の
、
労
働
の
熟

練
と
強
度
の
平
均
度
で
、
何
ら
か
の
使
用
価
値
を
生
産
す
る
の
に
必
要
な
労
働
時
間
で
あ
る
」
と

V
つ
と
さ
、
そ
の
背
後
に
は
資
本
の
自
由
競
争

が
存
在
す
る
こ
と
舎
前
提
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
土
地
的
条
件
を
も
社
会
的
・
標
準
的
生
産
諸
条
件
の
な
か
に
含
め
る
こ
と
は
、
土
地
が
有
限



な
独
占
さ
れ
、
7
る
自
然
力
で
あ
る
点
を
無
視
す
る
と
と
で
あ
り
、
資
本
制
社
会
の
基
礎
上
で
は
土
地
的
条
件
は
土
地
経
営
の
独
占
を
生
み
だ
し
、

こ
の
結
果
、
資
本
的
・
経
営
的
条
件
で
社
会
的
標
準
的
資
本
が
土
地
的
条
件
で
相
対
的
に
ゼ
ロ
と
み
な
さ
れ
る
最
劣
等
地
に
投
下
さ
れ
、
そ
こ
で

の
個
別
的
価
値
(
個
別
的
生
産
価
格
〉
が
農
産
物
の
市
場
価
値
(
市
場
生
産
価
格
)
を
規
定
す
る
こ
と
を
理
解
し
え
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
の
で

あ
る
。
土
地
的
条
件
を
も
含
め
て
算
術
加
重
平
均
的
に
農
産
物
の
価
値
が
決
定
さ
れ
る
と
機
械
的
に
考
え
る
こ
と
は
、
そ
れ
故
資
本
制
社
会
の
現

実
の
競
争
の
理
論
的
反
映
と
し
て
の
経
済
理
論
と
し
て
は
許
さ
れ
な
い
解
釈
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
大
淵
氏
の
見
解
は
、
さ
ら
に
、
マ
ル
ク
ス
が

「
同
じ
労
働
は
、
同
じ
時
間
内
に
同
じ
だ
け
の
価
値
を
生
み
出
す
で
と
い
う
場
合
の
労
働
、
す
な
わ
ち
価
値
形
成
的
労
働
の
質
に
つ
い
て
の
考
察

が
不
十
分
な
た
め
で
も
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
・
イ
コ
ー
ル
一
と
い
う
競
争
の
結
果
と
し
て
の
算
数
的
表
現
の
み
が
、
価
値

の
実
体
を
裏
付
け
る
根
拠
で
あ
る
、
と
考
え
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
つ
い
で
に
い
え
ば
、
農
産
物
の
加
重
平
均
的
決
定
説
は
、
か
つ
て
、
ま
た
最
近
に
お
い
て
も
ソ
連
で
発
生
し
、
か
つ
批
判
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
の
凡
解
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ソ
連
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員

C
-
r
・
ス
ト
ル
ミ
リ
ン
は
ソ
連
に
は
差
額
地
代
が
存
在
し
な
い
と
い
う
理
由

を
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
た
。

桐
異
な
る
土
地
の
品
差
額
「
収
作
注
目
】
叩
耳
白

o
g
r
Z
2
3」
は
存
在
す
る
が
、
差
額
地
代
ば
存
在
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
す
べ
て
の
利
用
地
の
平

均
と
し
て
価
格
は
価
値
法
則
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
相
異
な
る
地
域
の
個
別
的
労
働
支
出
か
ら
の
価
格
の
背
離
は
相
殺

さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
土
地
生
産
物
の
価
格
は
、
優
等
地
、
中
等
地
、
劣
等
地
の
す
べ
て
の
地
域
の
平
均
と
し
て
の
価
値
に
よ
り
規
定

さ
れ
つ
」
の
こ
と
を
ス
ト
ル
ミ
リ
ン
は
農
産
物
の
価
格
が
価
値
法
則
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
こ
と
だ
と
し
て
い
る
て
す
べ
て
の
経
営
の
平
均
的
労

働
条
件
と
生
産
条
件
を
対
象
と
し
つ
つ
、
計
画
経
済
で
作
成
さ
れ
る
角
経
済
学
の
諸
問
題
』
一
九
六

O
年
七
号
参
照
)
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
見
解
は
、
た
と
え
ば
日
・

T
・
ペ
リ
ヤ

l
エ
ブ
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
批
判
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

商
品
は
社
会
的
価
値
と
個
別
的
価
値
を
も
っ
て
い
る
が
、
生
産
物
の
価
値
は
、
国
内
の
個
々
の
部
分
あ
る
い
は
経
済
地
帯
の
範
囲
内
で
で
は
な

く
、
国
全
体
で
の
そ
の
生
産
物
の
社
会
的
必
要
労
働
時
間
の
支
出
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
の
強
調
は
重
要
で
あ
る
。
と
い

う
の
は
、
ソ
速
に
は
往
々
あ
る
一
国
よ
り
も
大
き
な
経
済
区
が
存
在
し
て
い
る
た
め
、
ソ
連
国
内
で
の
単
一
の
社
会
的
価
値
で
は
な
く
、
「
地
帯

別
価
値
」
が
基
本
で
あ
る
、
と
い
う
見
解
が
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
観
点
は
疋
し
く
な
い
。
国
内
の
す
べ
て
の
地
帯
の

あ
ら
ゆ
る
企
業
は
単
一
の
函
民
終
済
体
系
の
中
に
入
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
ぞ
の
発
展
は
単
一
の
経
済
的
原
則
に
従
う
と
い
う
こ
と
を
、
考
慮

に
入
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
全
国
的
規
模
で
、
な
ん
ら
か
の
生
産
物
の
生
度
に
社
会
的
に
必
要
な
支
出
が
客
観
的
に
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

七



「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

一
入
入

こ
の
生
産
物
の
社
会
的
価
値
に
は
、
そ
の
生
産
地
で
の
社
会
的
に
必
要
な
労
働
支
出
の
み
な
ら
ず
、
一
地
帯
か
ら
他
の
地
帯
の
消
費
地
ま
で
の
輸

送
の
た
め
の
社
会
的
労
働
支
出
も
加
わ
る
。
商
品
の
地
帯
別
価
値
は
、
社
会
的
価
値
と
は
異
な
り
、
社
会
的
に
必
要
な
労
働
支
出
に
よ
っ
て
で
は

な
く
、
平
均
的
な
地
帯
別
支
出
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、
そ
れ
に
加
え
て
、
多
く
の
場
合
、
そ
れ
は
消
費
地
ま
で
の
商
品
輸
送
の
た
め
の
社
会
的
労

働
の
支
出
を
含
ま
ず
、
そ
れ
故
商
品
の
単
一
の
社
会
的
価
値
の
代
り
と
な
り
え
な
い
。
地
帯
別
価
値
は
、
そ
の
生
産
地
で
、
農
産
物
の
差
別
調
達

価
格
の
決
定
に
と
っ
て
の
み
基
礎
と
な
る
。
一
方
そ
の
社
会
的
価
値
は
、
農
産
物
あ
る
い
は
そ
れ
か
ら
つ
く
ら
れ
る
商
品
〈
パ
ン
、
バ
タ

l
、
履

物
、
衣
服
等
)
の
す
べ
て
の
小
売
価
格
決
定
の
た
め
の
基
礎
で
あ
る
。

ソ
連
で
の
商
品
の
単
一
の
社
会
的
価
値
の
否
定
は
、
地
代
を
客
観
的
に
計
算
し
、
国
内
の
個
々
の
地
帯
で
の
農
産
物
の
専
門
化
を
正
し
く
計
画

し
、
基
幹
投
資
の
経
済
的
効
果
を
判
定
す
る
可
能
性
を
与
え
な
い
。
だ
か
ら
、
た
と
え
ば
、
大
き
な
中
心
地
の
住
民
に
、
早
期
出
荷
の
、
も
っ
と

も
安
価
な
、
新
鮮
な
野
菜
を
確
保
す
る
課
題
が
立
て
ら
れ
た
時
、
こ
の
中
心
地
の
近
く
の
温
床
や
温
室
で
の
野
菜
生
産
の
価
値
と
、
こ
の
時
期
に

野
菜
の
露
路
栽
培
の
可
能
な
国
の
南
方
区
か
ら
の
、
そ
の
輸
送
に
要
す
る
価
値
と
を
比
較
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
課
題
の
解
決

の
た
め
に
は
、
農
産
物
の
一
地
方
の
地
帯
別
価
値
を
知
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
こ
の
ほ
か
に
、
一
地
帯
か
ら
他
地
帯
へ
の
生
産
物
輸
送
の

た
め
の
社
会
的
労
働
支
出
を
さ
ら
に
計
算
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

農
産
物
の
価
値
形
成
は
地
帯
ご
と
に
行
な
わ
れ
る
と
い
う
観
点
は
、
価
値
法
則
の
そ
も
そ
も
の
規
定
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
:
・

農
業
や
採
取
産
業
で
は
、
社
会
的
標
準
的
生
産
条
件
は
、
部
門
別
の
平
均
的
条
件
で
は
な
く
て
、
生
産
の
技
術
と
組
織
の
平
均
度
の
も
と
で
、
豊

度
と
位
置
に
関
し
て
最
劣
等
の
土
地
を
利
用
し
て
い
る
企
業
の
生
産
条
件
で
あ
る
。
社
会
主
義
の
も
と
で
も
最
劣
等
の
土
地
の
利
用
が
社
会
的
に

必
要
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
土
地
で
の
平
均
的
労
働
支
出
が
商
品
の
社
会
的
価
値
の
も
と
と
な
る
社
会
的
標
準
的
支
出
と
な

る
の
で
あ
る

(
U
Eぜ令市℃巾

Z
E
S』
E
同
国
司
巾
自
由
国
の
の
の

P
S
ω
h
g
4
2
r
S回
。
=
三
巴

gram・注。円同国一
P
S
2・
五
七
頁
参
照
〉
。

右
の
ご
と
く
ソ
連
で
も
地
帯
別
価
格
で
は
な
く
、
社
会
的
価
値
が
問
題
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
は
最
劣
等
地
の
社
会
的
標
準
的
経
営
の
個
別
的
価

値
が
社
会
的
価
値
と
な
る
こ
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
同
様
に
丸
太
の
社
会
的
価
値
も
、
大
淵
氏
の
い
う
ご
と
く
各
地
帯
の
個
別
的
価
値

の
加
重
平
均
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

氏
の
立
場
は
、
ま
え
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「
労
働
の
実
体
的
裏
づ
け
の
欠
如
す
る
も
の
は
価
値
で
な
い
」
と
い
う
、
し
た
が
っ
て
差
額
地
代

は
価
値
で
は
な
い
と
い
う
「
流
通
説
」
的
見
解
|
|
そ
れ
は
土
地
的
条
件
の
平
均
で
農
産
物
の
市
場
価
値
が
決
定
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
点
で
は

「
流
通
説
」
よ
り
さ
ら
に
後
退
し
て
い
る
が
ー
ー
ー
で
あ
る
。



す
な
わ
ち
、
一
定
の
質
を
も
っ
た
・
価
値
を
つ
く
り
だ
す
労
働
と
は
い
か
な
る
労
働
か
、
と
い
う
問
題
、
換
言
す
れ
ば
、
価
値
形
成
的
労
働
時

間
と
「
主
体
的
に
の
み
存
在
す
る
労
働
時
間
一
の
差
異
の
問
題
の
亙
し
い
理
解
の
必
要
で
あ
る
。
す
で
円
い
『
地
代
の
理
論
』
で
指
摘
し
た
よ
う
に

い
う
ま
で
も
な
く
、
時
間
そ
の
も
の
は
一

H
二
四
時
間
と
し
て
客
観
的
に
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
二
四
時
間
中
、
い
か
な
る
社
会
形
態
の
も
と
に

お
い
て
も
人
聞
は
二
定
の
時
間
労
働
し
て
来
た
。
し
た
が
っ
て
「
労
働
時
間
自
体
は
、
そ
の
も
の
と
し
て
は
た
だ
主
体
的
に
の
み
存
在
し
、
活
動

の
形
態
で
だ
け
存
在
し
て
い
る
口
町
〉
与
包
お
お
ロ

8
5
2
叩
凶
目
的
己
申
立
回
目
印
由
。
】
円

Z
E吋
由
ロ
ず
す

r
Z
4
・

E
円
山
口
己
申
門
司

2
B
宏
司
寸
岳
山
間
宮
山
神

l

」

(
『
経
済
学
批
判
要
綱
』
八
七
耳
、
高
木
訳
I
九

AFH)
。
す
な
わ
ち
労
働
す
る
人
聞
は
二
四
時
間
を
所
有
し
て
お
り
、
か
れ
が
そ
の
う
ち
の
何
時

間
を
ど
の
よ
う
な
種
類
の
労
働
に
使
用
す
る
か
は
全
く
主
体
的
こ
と
が
ら
で
あ
る
。
し
か
し
「
そ
の
も
の
と
し
て
の
労
働
時
間
が
交
換
可
能
(
そ

れ
日
体
商
品
)
で
め
る
か
ぎ
り
で
は
、
そ
れ
は
量
的
に
だ
け
で
な
く
、
質
的
に
も
規
定
さ
れ
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ
の
労
働
時
間
で
あ
っ
て
、
け
っ

し
て
一
般
的
な
、
自
分
自
身
に
ひ
と
し
い
労
働
時
間
で
は
な
い
」
(
向
上
)
。
だ
か
ら
主
体
的
に
の
み
存
在
す
る
労
働
待
問
、
単
な
る
各
人
の
労
働

の
物
川
町
一
的
一
定
時
間
は
価
値
を
規
定
す
る
一
般
的
な
労
働
時
間
に
対
応
し
な
い
。
こ
れ
は
「
特
殊
な
商
品
と
生
産
物
と
が
客
体
と
し
て
の
そ
の
よ

う
な
労
働
時
間
に
対
応
し
て
い
な
い
の
と
同
様
で
あ
る
」
(
同
上
)
。
つ
ま
り
単
な
る
生
産
物
と
商
品
と
は
異
な
る
が
、
こ
の
異
な
っ
た
生
産
物
と

尚
品
を
、
客
体
と
し
て
の
・
そ
の
よ
う
な
価
値
を
規
定
す
る
労
働
時
間
で
測
る
こ
と
は
で
き
な
い
(
あ
た
か
も
メ
ー
ト
ル
の
一
単
位
を
尺
の
一
単

似
と
同
一
視
す
る
こ
と
が
で
さ
な
い
よ
う
に
)
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
こ
の
点
を
「
労
働
者
の
特
殊
な
労
働
時
聞
を
直
接
に
他
の
す
べ
て
の
特

殊
な
労
働
時
閣
と
交
換
す
る
ミ
と
は
で
き
ず
、
こ
れ
、
り
の
労
働
時
間
を
そ
の
一
般
的
な
交
換
可
能
性
が
ま
ず
媒
介
す
る
こ
と
、
こ
の
一
般
的
な
交

換
可
能
性
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
労
働
時
間
は
自
分
自
身
と
は
異
な
っ
た
一
つ
の
対
象
的
な
形
態
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
(
向
上
八
七
八
頁
、

訳
I
九
一
頁
)
と
の
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
労
働
者
の
特
殊
な
労
働
時
間
は
価
値
形
成
的
労
働
時
間
に
換
算
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で

あ
り
、
こ
の
両
者
が
別
個
の
労
働
時
間
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
「
強
め
ら
れ
た
労
働
」
と
い
う
場
合
も
、
同
一
労
働
時
間
が
よ
り
多
く
の
価
値
を
つ
く
る
の
は
、
価
値
形
式
的
労
働
時
間
と
し
て

は
、
平
均
的
生
産
諸
条
件
以
よ
の
企
業
の
も
と
で
の
一
時
間
は
、
一
時
間
X
X
倍
の
労
働
時
間
と
し
て
社
会
的
に
評
価
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
こ
の
場
合
、
表
現
は
妥
当
で
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
平
均
以
下
の
生
産
諸
条
件
の
も
と
で
は
「
強
め
ら
れ
た
労
働
」
に
対
応
的
な
「
弱

め
ら
れ
た
労
働
」
が
存
在
し
、
全
体
と
し
て
労
働
時
間
と
そ
の
価
値
量
が
一
致
す
る
。
同
様
に
前
者
に
お
い
て
成
立
す
る
特
別
剰
余
価
値
↓
超
過

剰
余
価
値
は
、
こ
れ
も
表
現
が
妥
当
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
と
の
対
応
関
係
に
あ
る
マ
イ
ナ
ス
の
超
過
剰
余
価
値
に
よ
っ
て
、
そ
の

生
直
部
門
全
体
で
は
樋
殺
さ
れ
る
。
こ
の
点
吉
田
塚
良
三
氏
は
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
「
『
負
の
特
別
剰
余
価
値
』
な
る
用
語
は
、
一
見
奇
異
な

「
差
額
地
代
」
と
一

I

価
値
」

九



差
額
地
代
」
と
(
価
値

一
九
O

山
肌
む
を
読
者
に
与
え
却
っ
て
無
用
の
誤
解
を
生
ず
る
か
と
も
お
も
わ
れ
る
が
、
新
た
な
生
産
方
法
を
採
用
す
る
個
別
資
本
が
取
得
す
る
剰
余
価
値
の

増
加
分
立
三
)
や
↓
マ
ル
ク
ス
が
『
特
別
利
人
示
価
値
』
と
名
付
け
て
い
る
心
に
対
応
せ
し
め
て
、
旧
来
の
生
産
方
法
に
よ
る
個
別
諸
資
本
が
蒙
る

剰
余
価
値
の
減
少
分

(
l
h
冨
〉
を
、
似
り
に
『
負
の
特
別
剰
余
価
値
』
と
呼
ん
だ
ま
で
で
あ
り
、
そ
う
し
た
方
が
、
一
生
産
部
門
へ
の
新
た
な
生

、
、
、
、
、
、
、

産
方
法
の
導
入
に
よ
る
・
一
方
に
お
け
る
剰
余
価
値
の
増
加
と
他
方
に
お
け
る
剰
余
価
値
の
減
少
と
の
云
わ
ば
質
的
な
対
応
関
係
、
な
ら
び
に
、

、
、
、
、
、
、
、

了
労
働
日
あ
た
り
に
つ
い
て
の
従
っ
て
ま
た
総
額
と
し
て
の
・
そ
の
量
的
な
均
等
関
係
を
、
簡
単
に
そ
し
て
は
っ
き
り
と
表
現
す
る
こ
と
が
で

き
、
ま
た
、
こ
の
特
別
剰
余
価
値
と
負
の
特
別
剰
余
価
値
と
の
対
応
関
係
を
、
以
下
の
剰
余
価
値
の
増
大
と
減
少
と
の
対
応
関
係
、
す
な
わ
ち
、

新
た
な
生
産
方
法
が
普
及
し
て
ゆ
く
途
上
で
新
た
に
生
産
方
法
の
転
換
を
お
こ
な
う
そ
の
個
別
資
本
が
享
受
す
る
剰
余
価
値
の
増
大
と
、
す
で
に

新
た
な
生
定
方
法
を
用
い
て
い
る
泊
川
諸
資
本
が
蒙
る
特
別
利
八
北
側
他
力
減
少
お
よ
び
い
ま
だ
凶
来
の
生
産
方
法
を
用
い
て
い
る
個
別
資
本
が
蒙

る
負
の
特
別
剰
余
何
値
の
増
大
と
い
う
こ
の
剰
余
価
値
の
減
少
と
の
対
応
関
係
と
、
区
別
し
て
表
珂
す
る
こ
と
が
で
さ
る
か
ら
で
あ
る
」
(
『
商
学

論
集
』
一
一
四
号
一
巻
八
七
頁
)
。

し
か
し
、
以
土
の
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
も
、
実
は
「
競
争
L

の
結
果
で
あ
る
。
価
値
形
成
的
労
働
時
間
と
は
「
競
争
」
の
結
果
に
よ
っ
て
成
玄

す
る
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
。
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
・
ゼ
ロ
は
、
そ
の
一
般
的
な
あ
り
方
で
あ
っ
て
、
も
し
競
争
が
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
・

ゼ
ロ
と
い
う
結
果
を
必
要
と
し
な
い
場
合
は
、
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
・
ゼ
ロ
と
な
ら
な
い
が
故
に
、
競
争
の
必
然
が
あ
や
ま
り
だ
l
l
i
こ
う
主
張

す
る
の
が
つ
価
値
の
実
体
欠
如
説
」
で
あ
る

l
ー
な
ど
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
一
つ
の
場
合
が
差
額
地
代
論
の
場
合
で
あ
る
。

っ
、
ぎ
に
、
「
強
め
ら
れ
た
労
働
説
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
点
も
す
で
に
『
地
代
の
地
論
』
で
強
調
し
た
よ
う
に
、
農
業
独
自
の
超
過
利

潤
は
工
業
の
超
過
利
調
と
異
な
る
点
と
し
て
、
大
淵
氏
も
御
承
知
の
よ

7
に
、
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
・
ゼ
ロ
で
は
な
い
。
こ
の
点
で
は
工
業
の

「
強
め
ら
れ
~
労
働
説
」
は
そ
の
ま
ま
妥
吋
し
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
は
や
は
り
一
種
の
「
強
め
ら
れ
た
労
働
説
」
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
う
る
。
こ

の
点
は
マ
ル
ク
ス
が
「
差
額
地
代
に
つ
い
て
は
何
ら
の
困
難
な
問
題
は
な
い
、
そ
れ
は
工
業
の
強
め
ら
れ
た
労
働
と
同
じ
も
の
で
あ
る
」
と
い
う

意
味
を
の
べ
て
い
る
点
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
た
だ
マ
ル
ク
ス
が
そ
う
の
べ
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
純
粋
な
理
論
的
段
階
で

の
考
察
で
は
あ
る
が
、
競
争
の
結
果
そ
う
な
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
皇
度
の
場
合
は
農
業
独
自
の
一
種
の
強
め
ら
れ
た
、
%
働
説
と
し
て
も
よ
い
が
、
距
離
に
つ
い
て
は
そ

7
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る

が
、
距
離
も
や
は
り
豊
度
の
場
合
と
基
本
的
に
は
同
一
の
考
え
方
か
妥
当
す
る
。
と
い
う
の
は
、
優
等
地
で
の
六
一

υシ
リ
ン
グ
の
生
産
物
が
、
距

離
上
の
最
劣
等
地
の
運
搬
費
を
加
え
れ
ば
三
一
ハ
)
シ
リ
ン
グ
に
な
る
と
す
る
な
ら
、
他
の
条
件
を
不
問
に
す
れ
ば
、
仮
等
地
の
丸
太
に
投
下
さ
れ



た
労
働
は
価
値
形
成
的
労
働
と
し
て
は
何
倍
か
に
強
め
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
強
め
ら
れ
た
」
と
い
う
表
現
を
、
た
ん
に

使
用
価
値
視
点
に
立
っ
て
考
え
て
は
な
ら
な
い
。
血
…
日
一
度
の
差
も
位
置
の
優
劣
も
、
そ
れ
自
体
は
差
額
地
代
を
直
接
生
み
出
さ
な
い
。
あ
く
ま
で
も

価
値
観
点
に
立
つ
こ
と
、
つ
ま
り
資
本
制
生
産
様
式
の
基
礎
上
に
お
け
る
市
場
価
値
規
定
に
立
脚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

以
ム
の
点
か
、
り
し
て
、
私
は
大
淵
氏
が
林
業
地
代
論
を
具
体
的
に
研
究
さ
れ
、
氏
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
で
、
現
実
の
立
木
価
格
が
最
劣
等
地
の

社
会
的
標
準
的
経
営
の
個
別
的
価
値
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
な
い
と
い
う
事
実
も
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
具
体
的
現
実
と
抽
象

的
理
論
争
)
直
接
に
結
び
つ
け
て
、
そ
こ
に
矛
盾
が
あ
る
故
に
、
川
論
が
誤
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
マ
ル
ク
ス
の
理
論
は
純
粋
資

本
主
義
社
会
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
前
提
の
な
い
と
こ
ろ
に
、
法
則
が
純
粋
に
発
現
す
る
こ
と
は
な
い
。

な
お
つ
い
で
に
い
え
ば
大
洲
氏
の
マ
ル
ク
ス
地
代
論
に
た
い
す
る
独
自
の
理
解
の
基
礎
に
は
、
「
単
純
商
品
が
そ
の
価
値
通
り
に
交
換
さ
れ
る

と
い
う
仮
説
」
は
誤
ま
り
で
あ
る
、
と
い
う
桜
井
毅
氏
な
ど
と
の
同
一
解
釈
が
前
提
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
大
測
氏
は
「
価
値
ど
お
り
の
売

買
な
ど
絶
対
あ
り
得
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
円
資
本
論
』
第
三
巻
第
二
編
第
一

O
章
の
市
場
価
値
論
に
お
い
て
、
単
純
商
品
に
お
け
る
価
値
ど

お
り
の
売
買
の
想
定
の
下
で
、
『
市
場
価
格
』
の
振
動
の
中
心
と
し
て
『
市
場
価
値
』
を
考
え
、
『
士
市
場
価
値
』
は
司
社
会
的
価
値
』
に
一
致
す

る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
た
た
め
に
、
市
場
価
格
の
動
揺
の
中
心
と
し
て
、
社
会
的
価
値
が
あ
る
も
の
と
さ
れ
た
。
正
確
に
は
、
こ
の
こ
と
は
誤

り
で
あ
っ
て
、
資
本
制

F

商
品
に
お
い
て
は
社
会
的
価
値
に
規
制
さ
れ
た
、
つ
ま
り
社
会
的
価
値
を
基
礎
と
し
て
形
成
さ
れ
た
市
場
生
産
価
格
に
規

定
さ
れ
る
も
の
と
し
て
の
み
市
場
価
格
の
動
揺
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
関
係
、
つ
ま
り
背
後
に
あ
る
『
社
会
的
価
値
』
に
規
制
さ
れ
て
成
立
す

る
『
山
場
生
産
価
格
』
、
更
に
市
場
生
産
価
格
に
規
定
さ
れ
る
市
場
価
格
と
い
う
関
係
と
し
て
市
場
価
値
論
は
考
察
さ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
つ
ま

り
価
値
と
生
産
価
格
を
、
表
裏
の
関
係
に
あ
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
ず
、
歴
史
的
前
後
関
係
に
あ
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
た
と
こ
ろ
に
市
場
価
値

論
の
混
乱
が
あ
っ
た
」
(
「
土
地
生
産
物
の
社
会
的
価
値
と
市
場
生
庫
価
格
」
、
新
潟
大
学
『
法
経
論
集
』
一
七
巻
一
・
二
合
併
号
、
一
九
六
七
年

九
月
、
一
一
八
頁
)
と
の
べ
て
い
る
。
だ
が
右
の
理
解
は
、
一
面
的
理
解
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
個
別
的
価
値
か
ら
の
市
場
価
値
の
成
立
、

特
殊
的
生
産
部
門
内
で
の
利
潤
の
平
均
率
の
形
成
、
異
種
生
産
部
門
聞
に
成
立
す
る
一
般
的
利
潤
率
(
平
均
利
濁
率
)
の
形
成
、
さ
ら
に
個
別
的

生
産
価
格
か
ら
の
市
場
生
産
価
格
の
形
成
等
は
、
す
べ
て
競
争
に
よ
っ
て
成
立
す
る
事
後
的
傾
向
的
法
則
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
大
雑
把
に
い
っ
て

価
値
論
の
段
階
か
ら
市
場
価
値
論
の
段
階
を
へ
て
生
産
価
格
論
に
い
た
る
ま
で
、
抽
象
か
ら
具
体
へ
と
マ
ル
ク
ス
に
よ
り
考
察
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
り
、
市
場
価
格
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
い
う
関
係
に
具
体
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
右
の
関
係
は
偶
然
的
な
撹
乱
的
要
素
を
除
い
た
と
こ
ろ
の

歴
史
的
発
展
段
階
の
闘
係
と
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
同
時
に
、
抽
象
か
ら
具
体
へ
の
、
商
品
か
ら
出
発
す
る
上
向
的
叙
述
の
、
そ
し
て
認
識

「
差
額
地
代
ー
一
と
「
価
値
」

九



「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

一九

の
方
法
で
も
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

一
商
品
の
価
値
は
、
そ
の
商
品
自
身
の
自
然
形
態
で
表
現
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
相
対
的
に
他
の
商
品
に
よ
っ
て
の
み
表

現
さ
れ
う
る
の
だ
が
l
l
lそ
し
て
白
杉
氏
の
「
社
会
的
評
価
説
」
の
い
わ
ん
と
し
た
と
こ
ろ
も
こ
の
点
に
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の

だ
が

l
i、
個
別
的
労
働
時
間
一
了
四
時
間
ま
た
は
個
別
的
価
値
二
・
四
シ
リ
ン
グ
の
農
業
生
産
物
が
、
必
然
的
に
六
時
間
ま
た
は
六
シ

リ
ン
グ
の
工
業
生
産
物
と
交
換
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
、
価
値
法
則
が
一
つ
の
社
会
的
行
為
、
客
観
的
法
則
と
し
て
、
こ
の
両
者
が
等
価

値
で
あ
る
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
市
場
価
値
と
し
て
の
等
価
交
換
は
、
六

0
0時
間
と
二
四

0
時
間
と
い
う
不

等
価
交
換
と
み
え
な
が
ら
、
実
は
価
値
形
成
的
労
働
時
間
と
し
て
は
六

O
Oと
六

O
Oと
の
等
労
働
時
間
の
交
換
な
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
数
字
的
一
致
、
不
一
致
を
も
っ
て
、
資
本
制
生
産
様
式
の
基
礎
上
に
お
け
る
必
然
的
な
社
会
的
行
為
の
結
果
成
立
す
る
と
こ
ろ
の

生
産
物
(
土
地
生
産
物
を
も
含
め
で
)
の
市
場
価
値
規
定
を
否
定
す
る
と
と
は
で
き
hu
い
で
あ
ろ
う
。

法
則
の
数
量
的
表
現
の
差
に
と
ら
わ

れ
て
、工

業
で
は
、
個
別
的
価
値

(
H個
別
的
生
産
価
格
)
の
総
和

l
市
場
価
値
ハ
リ
市
場
生
産
価
格
)
の
総
和
、

農
業
で
は
、
個
別
的
価
値

(
U個
別
的
生
産
価
格
)
の
総
和
八
市
場
価
値
(
日
市
場
生
産
価
格
)
の
総
和
、

で
あ
る
が
故
に
、
こ
の
農
業
の
個
別
的
価
値
と
市
場
価
値
と
の
差
額
は
価
値
で
は
な
い
と
し
、

「
流
通
説
」
日
不
等
価
交
換
説
を
正
当
で

あ
る
と
す
る
こ
と
の
無
意
義
な
こ
と
は
、
以
上
の
点
か
ら
も
明
白
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
差
額
地
代
論
で
の
個
別
的
価
値
と
市
場
価
値
の
総
計
に
お
け
る
不
一
致
の
内
容
は
以
上
の
と
お
り
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
市
場
価
値
の
第
二
規
定
の
場
合
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
ま
え
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
市
場
価
値
の
特
殊
規
定
と
か
第



二
規
定
と
よ
ば
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
差
額
地
代
論
の
場
合
と
は
、

い
わ
ゆ
る
「
平
均
原
理
」
の
貫
徹
が
特
殊
な
需
給
状
態
に
よ
っ
て
妨

げ
ら
れ
て
い
る
点
で
異
な
っ
て
い
る
。
差
額
地
代
論
の
場
合
は
資
本
的
条
件
で
「
平
均
原
理
」
が
貫
徹
し
、

「
土
地
的
条
件
」
で
の
み

「
限
界
原
理
」
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
マ
ル
ク
ス
の
価
値
法
則
貫
徹
の
必
然
的
結
果
で
あ
り
、
価
値
形
成
的
労
働
時
間
と
し
て
の
二

四
0
時
間
は
六

0
0時
間
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
み
た
。
こ
れ
に
対
し
、
市
場
価
値
の
特
殊
規
定
の
場
合
に
は
、
労
働

時
間
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
、

「
単
な
る
比
率
」
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
平
均
価
値
と
、
大
き
く
上
あ
る
い
は
下
に
背
離
し
た
状
態
で
市

場
価
値
が
決
定
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
差
額
地
代
論
の
場
合
の
よ
う
に
、
土
地
的
条
件
に
よ
っ
て
「
強
め
ら
れ
る
」
と
い
う
根
拠
は
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、
市
場
価
値
の
特
殊
規
定
の
「
典
型
的
ケ
I
ス
」
が
差
額
地
代
論
だ
と
い
う
説
が
妥
当
し
な
い
の
で
あ
る

Q

に
も
か
か
わ
ら

ず
、
両
者
の
場
合
に
共
通
な
点
は
、
そ
の
部
門
に
投
下
さ
れ
た
個
別
的
価
値
と
市
場
価
値
が
総
計
に
お
い
て
不
一
致
で
あ
る
こ
と
、
し
か

も
、
両
者
の
そ
れ
ぞ
れ
に
成
立
し
た
市
場
価
値
が
真
実
の
市
場
価
値
と
し
て
マ
ル
ク
ス
に
よ
り
認
め
、
り
れ
、
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
市
場
価
値
規
定
は
、

い
わ
ゆ
る
算
術
加
重
平
均
説
や
平
均
価
値
の
み
を
価
値
と
認
め
る
説
と
こ
と
な
り
、
ま
た
マ

ル
ク
ス
の
『
資
本
論
』
冒
頭
の
「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
」
の
規
定
と
も
矛
盾
す
ろ
も
の
、
と
み
え
る
。

し
か
し
、
平
均
価
値
と
し
て
の

市
場
価
値
規
定
そ
の
も
の
が
競
争
の
結
果
と
し
て
の
み
成
立
し
え
た
規
定
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
れ
ば
、
こ
の
矛
盾
は
矛
盾
で
な
い
こ

と
、
商
品
の
価
値
の
大
き
さ
を
規
定
す
る
社
会
的
必
要
労
働
時
間
と
い
う
概
念
そ
の
も
の
も
競
争
に
よ
っ
て
始
め
て
成
立
し
、
現
実
化
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
な
ん
の
矛
盾
も
存
在
し
な
い
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。
需
給
の
正
常
な
変
動
の
場
合
で
の
市

場
価
値
規
定
も
、
需
給
の
特
殊
に
異
常
な
場
合
の
市
場
価
値
規
定
も
、
競
争
の
結
果
、
前
者
の
場
合
に
は
平
均
価
値
、
後
者
の
場
合
に
は

限
界
価
値
以
外
に
再
生
産
の
基
準
た
り
う
る
市
場
価
値
と
し
て
成
立
し
え
な
い
と
い
う
現
実
的
客
観
事
態
の
理
論
的
反
映
に
ほ
か
な
ら
な

h、
。

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
L

一
九
三



ー
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

一
九
四

だ
か
ら
、
あ
ろ
特
定
の
生
産
部
門
内
の
各
等
級
の
個
別
的
企
業
が
、

あ
る
商
品
を
生
産
す
る
に
必
要
な
個
別
的
労
働
時
聞
か
ら
、
そ
の

商
品
の
生
産
に
必
要
な
社
会
的
必
要
労
働
時
間
が
成
立
す
る
場
合
、
何
別
的
価
値
か
ら
社
会
的
価
値
さ
ら
に
は
市
場
価
値
が
成
立
す
ろ
事

態
を
、

い
ず
れ
も
算
術
加
豆
平
均
と
し
で
一
不
す
こ
と
が
で
き
る
が
、

し
か
し
こ
の
こ
と
を
単
な
る
算
術
加
重
平
均
の
結
果
と
考
え
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
そ
れ
は
基
本
的
に
は
資
本
制
社
会
に
お
け
る
同
一
生
産
部
門
内
の
譜
資
本
の
競
争
の
結
果
で
あ
る
。
あ
る
特
定
生
産
部

門
内
の
各
企
業
の
個
別
的
価
値
の
総
計
の
算
術
加
重
平
均
と
し
て
市
場
価
値
が
示
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
指
摘
し
た
よ
う
に
競
争
に
よ

り
成
立
す
る
と
ご
ろ
の
事
後
的
・
傾
向
的
法
則
を
た
だ
数
字
で
も
っ
て
、
簡
単
に
示
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
競
争
の
役

割
に
つ
い
て
、
「
競
争
の
諸
変
動
、
し
た
が
っ
て
ま
た
商
品
の
価
格
の
諸
変
動
に
よ
っ
て
の
み
、
価
値
法
則
が
商
品
生
産
に
お
い
て
実
現

か
つ
社
会
的
に
必
要
な
労
働
時
間
に
よ
る
価
値
の
決
定
が
一
つ
の
現
実
と
な
る
の
で
あ
る
。
価
値
の
現
象
形
態
が
、
価
格
が
、

さ
れ
、

般
に
そ
れ
の
表
示
す
る
価
値
と
は
ま
っ
た
く
こ
と
な
る
様
相
を
呈
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
部
分
の
社
会
的
詰
関
係
と
と
も
に
、
価
絡
が

に
な
っ
て
い
る
一
つ
の
運
命
な
の
で
あ
る
。

一
:
;
交
換
者
た
る
商
品
生
産
者
た
ち
の
社
会
に
お
い
て
は
、
労
働
時
間
に
よ
る
価
値
決
定

は
、
競
争
が
価
格
に
影
響
を
あ
た
え
る
と
い
う
形
態
を
と
お
し
て
の
み
お
こ
な
わ
れ
う
る
の
で
あ
る
」

(
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
第

四
巻
五
六
五
l
六
頁
、
訳
四
七
二
一
!
l

四
頁
、
傍
点
引
用
者
)
と
の
べ
、

「
競
争
は
、

交
換
者
た
る
生
産
者
た
ち
の
社
会
に
お
い
て
、
商
品
生
産

の
価
値
法
則
を
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
さ
に
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
|
l
a
た
だ
し
一
定
の
諸
条
件
が
あ
っ
て
の
話
だ
が

1
1
1
社
会
的
生
産
の
可
能
な
る
唯
‘
の
秩
序
と
可
能
な
る
唯
一
の
組
織
と
を
つ
く
り
あ
げ
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。
生
産
物
の
価

格
の
下
落
ま
た
は
騰
貴
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
孤
立
し
た
商
品
生
産
者
た
ち
は
、
社
会
が
ど
の
よ
う
な
生
産
物
を
必
要
と
し
、
し

か
も
そ
れ
ら
の
生
産
物
を
ど
れ
ほ
ど
必
要
と
し
て
い
る
の
か
を
、

に
が
い
経
験
を
あ
じ
わ
い
な
が
ら
知
る
の
で
あ
る
」
(
同
上
五
六
六
買
、

一
日
凶
七
四
頁
〉
と
の
べ
て
い
る
。



し
か
し
、
た
と
え
ば
「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
」
と
か
「
市
場
価
値
」
と
か
が
、
そ
し
て
そ
の
他
の
経
済
的
範
噂
も
同
様
で
あ
る
が
、

「
競
争
」
に
よ
っ
て
成
立
す
る
範
曙
で
あ
る
と
し
て
も
、

「
競
争
」
と
は
一
つ
の
抽
象
概
念
で
あ
り
、
具
体
的
に
「
競
争
」
の
内
容
そ
の

も
の
を
示
し
て
は
い
な
い
。

「
競
争
」
と
は
諸
資
本
の
対
抗
運
動
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
運
動
が
ど
の
よ
う
な
内
容
の
運
動
で
あ
る
か

は
、
そ
の
運
動
の
行
な
わ
れ
る
諸
条
件
に
よ
っ
て
異
な
る
。
だ
か
ら
、
市
場
価
値
が
同
一
生
産
部
門
内
の
競
争
に
よ
っ
て
成
立
す
る
と
は

ぃ、ぇ、

「
競
争
」

一
般
は
、

た
と
え
ば
価
値
と
生
産
価
格
の
区
別
を
説
明
で
き
な
い
し
、
同
じ
市
場
価
値
と
い
っ
て
も
市
場
価
値
の
第
一

規
定
と
第
二
規
定
の
差
異
を
説
明
で
き
な
い
。
そ
と
で
、
あ
れ
こ
れ
の
経
済
的
範
曙
は
、

「
競
争
」
を
媒
介
と
し
て
、

「
競
争
」
の
結
果

と
し
て
成
立
す
る
と
い
う
前
提
的
共
通
性
を
も
っ
と
同
時
に
、

一
つ
一
つ
の
経
済
的
範
噂
の
相
違
は
、
競
争
の
中
味
、
競
争
の
行
な
わ
れ

る
具
体
的
条
件
の
棺
違
と
の
関
連
か
ら
の
み
説
明
ν

と
れ
る
の
で
あ
る
。

-
競
争
一
般
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
経
済
の
こ
の
本
質
的
な
牽
引
車
は
、

ブ
ル
ジ
ョ
ア
経
済
の
諸
法
則
を
確
立
す
る
も
の
で
は
な
く
て
、
諸
法
則
の
執
行
官
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
無
制
限
の
競
争
は
、
経
済
法
則

の
真
理
の
前
提
で
は
な
く
て
、
結
果

l
iそ
こ
で
法
則
の
必
然
性
が
実
現
さ
れ
る
現
象
形
態
一
般

l
lー
な
の
で
あ
る
し
『
経
済
学
批
判
要
綱
』

四
五

O
頁
、
訳
E
四
八
九
頁
〉
か
ら
「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
」

の
解
釈
に
お
い
て
、

「
社
会
的
欲
望
」
と
か
「
技
術
的
に
必
要
な
労
働
時

間
」
と
か
の
諸
契
機
が
も
っ
意
義
は
、

「
競
争
」
を
原
動
力
と
し
て
成
立
す
る
「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
」
と
い
う
概
念
を
規
定
す
る
内

容
上
の
重
要
契
機
と
し
て
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
を
、

「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
L

の
概
念
を
説
明
す
る
指
標
と
し
て
、
個
々
別
々

ザ

}

、

一
面
的
に
主
張
す
る
こ
と
は
あ
や
ま
り
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
」
の
「
技
術
説
」
的
解
釈
は
、
「
生
産
一
般
の
原
別
で
あ
る
需
要
に
た
い
す
る
供
給
、
欲
望
に
た
い
す

る
労
働
の
正
し
い
社
会
的
配
分
を
、
使
用
価
値
と
価
値
と
の
、
商
品
と
貨
幣
と
の
、
し
た
が
っ
て
価
値
と
価
格
と
の
、
物
的
で
外
的
な
対

立
関
係
を
つ
う
じ
て
し
か
調
整
し
え
な
い
荷
品
生
産
と
し
て
の
資
本
主
義
の
歴
史
的
特
質
か
ら
問
題
を
み
よ
う
と
せ
ず
、
そ
の
特
質
を
、

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

一
九
五



「
差
額
地
代
L

と
「
価
値
」

一
九
六

む
し
ろ
さ
き
の
生
産
一
般
の
原
則
に
解
消
し
て
い
く
考
え
方
で
あ
る
」

(
南
克
己
「
利
潤
論
」
、
有
斐
閣
『
マ
ル
ク
ス
経
済
学
講
座
』

I
第
八
章

一
九
五
頁
〉
。

そ
こ
で
、
通
常
の
場
合
、
個
別
的
価
値
と
市
場
価
値
と
が
そ
の
総
計
に
お
い
て
一
致
し
、
両
者
の
差
が
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
・
ゼ
ロ
と

な
る
こ
と
が
、
価
値
の
実
体
で
あ
る
人
間
労
働
の
裏
づ
け
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ

う
考
え
ら
れ
て
い
る
場
合
が
意
外
に
多
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
誤
っ
た
考
え
を
植
え
つ
け
た
も
の
は
次
の
事
情
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
あ
る
商
品
の
社
会
的
必
要
労
働
時
聞
が
た
と
え
ば
一

0
時
間
で
あ
る
場
合
で
も
、
実
際
そ
の
商
品
の
生
産
に
要
し
た
個
別
的

労
働
時
聞
が
八
時
間
と
か
一
二
時
間
の
ケ

I
ス
が
あ
る
。
生
産
諸
条
件
を
社
会
的
・
標
準
的
と
前
提
す
れ
ば
、
熟
練
と
強
度
に
お
い
て
平

均
以
上
ま
た
は
以
下
の
労
働
力
の
支
出
の
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
こ
れ
ら
の
商
品
に
は
個
別
的
に
は
八
時
間
ま
た
は
一
二
時
間
の
労

働
が
投
下
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
商
品
に
は
社
会
的
に
一

0
時
間
の
労
働
が
合
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
右
の
場
合
、
こ
の

特
定
種
類
の
商
品
を
生
産
す
る
個
別
的
労
働
時
間
の
総
計
は
そ
の
社
会
的
必
要
労
働
時
間
の
総
計
と
一
致
し
、
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
・
ゼ

ロ
と
な
る
。

あ
る
種
の
商
品
の
社
会
的
価
値
ま
た
は
市
場
価
値
が
た
と
え
ば
一

O
(貨
幣
名
は
省
略
)
で
あ
る
場
合
、
実
際
そ
の
商
品
の

生
産
に
要
し
た
個
別
的
価
値
が
八
ま
た
は
一
二
で
あ
る
場
合
が
あ
る
。

そ
れ
は
生
産
諸
条
件
と
充
用
労
働
力
の
組
合
せ
に
お
い
て
平
均
以

上
ま
た
は
以
下
の
企
業
の
生
産
物
の
場
合
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
商
品
に
は
八
ま
た
は
一
二
の
個
別
的
価
値
が
含
ま
れ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
商
品
に
は
社
会
的
に
一

O
の
価
値
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
右
の
場
合
は
こ
の
種
の
商
品
を
生
産
す
る
個
別

的
価
値
の
総
計
は
そ
の
社
会
的
価
値
の
総
計
と
一
致
し
、
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
・
ゼ
ロ
と
な
る
。
あ
る
商
品
の
市
場
生
産
価
格
が
一

O
で

あ
る
場
合
、
実
際
そ
の
商
品
の
個
別
的
生
産
価
格
は
入
ま
た
は
一
二
で
あ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
場
合
で
も
八
ま
た
は
一
二
の
個
別
的
生

産
価
格
を
も
っ
商
品
は
社
会
的
に
は
一

O
の
市
場
生
産
価
格
を
も
っ
商
品
で
あ
る
。
そ
し
て
右
の
場
合
こ
の
種
の
商
品
を
生
産
す
る
個
別



的
生
産
価
格
の
総
計
は
そ
の
市
場
生
産
価
格
の
総
計
と
一
致
し
、
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
・
ゼ
ロ
と
な
る
。
あ
る
種
の
商
品
の
市
場
生
産
価

格
が
一

O
で
あ
る
場
合
、
実
際
そ
の
商
品
に
含
ま
れ
て
い
る
価
値
は
八
ま
た
は
一
一
一
で
あ
る
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
は
そ
の
商
品
の
生
産
部

門
の
有
機
的
構
成
が
社
会
的
平
均
以
上
ま
た
は
以
下
の
場
合
で
あ
る
。

し
か
し
社
会
的
に
は
市
場
価
格
を
規
制
す
る
も
の
は
八
ま
た
は
一

二
で
は
な
く
一
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
社
会
全
体
と
し
て
は
、
・
有
機
的
構
成
の
高
い
部
門
の
価
値
以
上
の
生
産
価
格
は
、
有
機
的
構
成
の

低
い
部
門
の
価
値
以
下
の
生
産
価
格
に
よ
り
相
殺
さ
れ
る
。

つ
ま
り
社
会
全
体
で
は
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
・
ゼ
ロ
と
な
る
。

そ
し
て
、
以
上
の
よ
う
な
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
・
ゼ
ロ
と
い
う
数
字
的
結
果
こ
そ
が
、
価
値
を
し
て
価
値
た
ら
し
め
る
不
可
欠
の
条
件

と
し
て
考
え
ら
れ
た
原
因
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
次
の
よ
う
な
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
・
不
一
致
と
な
る
農
産
物
の
場
合
に
は
、
そ
こ
で
成

ム
ー
す
る
市
場
価
値
は
価
値
で
な
い
と
い
う
意
見
が
、
当
然
の
ご
と
く
提
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
あ
る
土
地
生
産
物
た
と
え
ば
小
麦
一
ク
オ
ー
ダ
ー
の
市
場
生
産
価
格
が
六

O
で
あ
る
場
合
で
も
、
そ
の
個
別
的
生
産
価
格

が
六

O
以
下
、
た
と
え
ば
三

O
で
あ
る
場
合
が
、
資
本
的
・
経
営
的
条
件
が
社
会
的
・
標
準
的
で
あ
り
、
そ
こ
で
平
均
労
働
力
が
充
用
さ

れ
て
い
る
と
い
う
前
提
の
も
と
で
も
存
在
す
る
。

マ
ル
ク
ス
の
差
額
地
代
の
表
一
に
お
け
る
優
等
地

(
B
地
)
の
場
合
が
そ
う
で
あ
る
。

場
生
産
価
格
(
市
場
価
値
)
を
も
っ
商
品
と
し
て
、

し
か
し
、
こ
の
農
産
物
に
は
三

O
の
個
別
的
生
産
価
格
し
か
投
下
さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
商
品
は
市
場
で
は
六

O
の
市

非
土
地
生
産
部
門
た
と
え
ば
工
業
の
六

O
の
市
場
生
産
価
格
(
市
場
価
値
〉
を
も
っ
商

品
と
交
換
さ
れ
ろ
。

そ
こ
で
「
流
通
説
」
の
立
場
に
立
つ
人
々
は
、
《
た
と
え
ば
小
麦
の
市
場
生
産
価
格
〈
市
場
価
値
)
六

O
は
真
実
の
価

値
で
は
な
く
、

価
値
以
上
の
価
格

(
B
地
で
は
三
O
が
六
O
に
、
C
地
で
は
ニ

O
が
六
O
に、

D
地
で
は
一
五
が
六
O
と
い
う
具
合
に
)
で
あ
り
、

こ
れ
が
工
業
の
真
実
の
価
値
六

O
と
交
換
さ
れ
る
の
は
不
等
価
交
換
で
あ
る
》
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
そ
の
理
由
は
、
小
麦
の
個
別
的
生

産
価
格
H
個
別
的
価
値
の
総
計
が
そ
の
市
場
生
産
価
格
H
市
場
価
値
の
総
計
と
一
致
し
な
い
、

つ
ま
り
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
・
ゼ
ロ
と
い

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

九
七



「
差
額
地
代
し
と
「
価
値
」

一
九
八

う
規
準
に
合
絡
し
な
い
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
。

汁
不
明
瞭
な
箇
所
し
の
特
殊
規
定
で
成
立
す
る
の
は
市
場
価
値
で
は
な
い
と
か
、
差
額

地
代
論
に
お
け
ろ
不
等
価
交
換
説
、
価
債
の
実
体
欠
如
説
な
ど
は
、
以
上
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、

い
ず
れ
も
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
・
不
一

致
説
を
そ
の
論
拠
の
一
つ
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

だ
が
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
価
値
形
成
的
労
働
時
間
と
は
質
的
に
規
定
さ
れ
た
労
働
時
間
で
あ
る
。
そ
し
て
差
額
地
代
論
で
の
て
四

O

シ
リ
ン
グ
(
又
は
二
四
O
労
働
時
間
)
の
個
別
的
価
値

(
U個
別
的
生
産
価
格
)
が
六

0
0シ
リ
ン
グ
(
又
は
六
O
O労
働
時
間
)
の
市
場
価
値

(
H
H
市
場
生
産
価
格
)
と
し
て
成
立
し
、
こ
こ
に
総
計
三
六

0
シ
リ
ン
グ
(
一
二
六
O
労
働
時
間
)
の
不
一
致
が
あ
る
と
し
て
も
、
価
値
形
成
的

労
働
時
間
と
し
て
は
、
農
産
物
の
二
四
の
労
働
時
間
は
、
工
産
物
の
い
ハ
ワ
λ
)
労
働
時
間
と
等
し
く
、
し
た
が
っ
て
前
者
の
二
四

O
シ
リ
ン

グ
は
実
は
六

0
0シ
リ
ン
グ
の
価
値
を
も
つ
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
・
ゼ
ロ
は
、
価
値
が
価
値
で
あ
る
た
め
の
不
可
欠

の
条
件
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
な
ら
、

「
地
代
論
論
争
し
で
の
い
わ
ゆ
る
「
流
通
説
」
か
ら
の
差
額
地
代
部
分
に
た
い
す

る
、
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
不
一
致
説
に
基
づ
く
「
価
値
の
実
体
た
る
人
間
労
働
の
欠
如
」
説
が
あ
や
ま
り
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
付
く
で
あ

ろ
う
。
問
題
は
一
定
の
質
を
も
っ
た
・
価
値
を
つ
く
り
だ
す
労
働
と
は
、
ど
の
よ
う
な
労
働
で
あ
る
か
、
こ
の
労
働
の
量
を
は
か
る
基
準

と
し
て
の
社
会
的
必
要
労
働
時
間
と
は
、

と
の
よ
う
に
し
て
成
立
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
の
正
し
い
認
識
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら

「
市
場
価
値
」
な
ら
び
に
「
差
額
地
代
」
の
問
題
も
、
人
間
社
会
存
続
の
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
社
会
に
共
通
な
不
可
欠
の
条
件
と
し
て
の
労

働
と
、
各
種
の
社
会
的
必
要
を
み
た
す
た
め
の
労
働
の
配
分
と
い
う
要
件
が
、
資
本
制
社
会
|
|
そ
れ
は
「
私
的
・
資
本
主
義
的
所
有
」

を
基
礎
と
し
、
し
た
が
っ
て
私
的
所
有
の
必
然
的
産
物
と
し
て
の
競
争
、
資
本
の
本
性
で
あ
る
利
潤
追
求
を
本
性
と
す
る
|
|
で
競
争
を

媒
介
と
し
て
い
か
に
実
現
さ
れ
る
か
と
い
う
、
ま
さ
に
「
科
学
」
と
し
て
の
「
価
値
法
則
し
の
把
握
の
問
題
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
・
ゼ
ロ
で
あ
る
と
と
そ
れ

rH体
が
商
品
の
価
値
規
定
の
本
質
的
要
件
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
こ
の
点
を
メ
ル
グ
マ



ー
ル
と
し
て
商
品
の
価
値
の
有
無
を
論
証
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
価
値
法
則
の
貫
徹
の
結
果
上
の
差
異
を
も
っ
て
、
価
値
規
定
の

本
質
そ
の
も
の
と
み
る
、
誤
り
で
あ
る
。
こ
の
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
・
ゼ
ロ
説
は
、
帰
す
る
と
こ
ろ
一
面
で
は
単
な
る
労
働
時
聞
を
価
値

(
お
)

と
同
一
視
す
る
見
解
で
あ
り
、
|
|
労
働
時
間
は
価
値
の
質
お
よ
び
量
の
規
定
の
実
質
的
内
容
を
な
す
も
の
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ

れ
自
体
が
価
値
で
は
な
い
l
l
l
、
他
面
で
は
、

「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
」
を
「
技
術
説
し
と
し
て
把
え
る
解
釈
で
あ
る
。
生
産
技
術

上
、
い
か
に
正
し
く
労
働
時
間
が
商
品
の
生
産
に
支
出
さ
れ
て
い
よ
う
と
、

そ
れ
だ
け
で
価
値
の
大
き
さ
が
規
定
さ
れ
る
も
の
で
な
い
こ

と
は
、
す
で
に
検
討
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
点
で
白
杉
氏
が
、

「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
し
の
規
定
に
、
「
欲
望
L

、
「
需
要
」
、

「
有

用
性
一
般
」
、
「
社
会
的
必
要
し
な
ど
の
契
機
を
と
り
い
れ
!
l
iと
い
う
よ
り
は
、

マ
ル
ク
ス
に
あ
っ
て
も
、
こ
の
こ
と
が
大
前
提
と
な
っ

て
い
た
の
で
あ
っ
て
、

た
と
え
ば
白
杉
氏
な
ど
が
こ
の
点
を
改
め
て
意
識
的
に
把
握
し
な
お
そ
う
と
試
み
た
に
す
ぎ
な
い
ー
ー
ー
、

「
社
会

的
評
価
」
説
を
強
調
し
よ
う
と
さ
れ
た
積
極
面
を
評
価
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
私
は
思
う
の
で
あ
る
。
た
だ
、
白
杉
氏
の
「
社
会
的
評

価
説
し
は
、
そ
の
根
拠
と
し
て
の
、
私
的
所
有
、

な
か
ん
ず
く
私
的
資
本
主
義
的
所
有
の
本
質
と
し
て
の
競
争
の
観
点
と
結
び
つ
け
ら
れ

て
そ
の
論
旨
が
展
開
さ
れ
て
は
い
な
い
。
ま
え
に
引
用
し
た
よ
う
に
、

マ
ル
ク
ス
は
つ
ブ
ル
ジ
ョ
ア
経
済
学
の
ど
の
よ
う
な
範
曙
で
も
、

競
争
に
よ
っ
て
成
立
す
る
」
と
の
べ
、

リ
カ

l
ド
が
彼
の
理
論
の
前
提
に
「
自
由
競
争
し
を
置
い
て
い
る
こ
と
の
妥
当
な
こ
と
を
と
く
に

指
摘
し
て
い
た
こ
と
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
・
ゼ
ロ
で
あ
る
場
合
も
、
不
一
致
の
場
合
も
、
そ
れ
が
競

争
の
必
然
的
結
果
な
ら
、
そ
こ
で
成
立
す
る
「
市
場
価
値
」
は
第
一
規
定
で
あ
ろ
う
が
、
第
二
規
定
で
あ
ろ
う
が
、
ま
た
工
業
生
産
物
の

場
合
の
市
場
価
値
規
定
で
あ
ろ
う
が
、
あ
る
い
は
土
地
生
産
物
を
支
配
す
る
市
場
価
値
規
定
で
あ
ろ
う
が
、

「
市
場
価
値
」
た
る
そ
の
本

質
に
お
い
て
は
な
ん
の
変
わ
り
も
な
い
。
問
題
は
資
本
制
生
産
様
式
の
基
礎
上
で
成
立
す
る
法
則
の
把
握
で
あ
っ
て
、
単
な
る
結
果
と
し

て
の
表
現
で
あ
る
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
・
ゼ
ロ
で
あ
る
か
ど
う
か
|
|
と
は
い
え
こ
の
場
合
が
通
常
の
支
配
的
な
場
合
で
は
あ
る
が
|
|

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

一
九
九



「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

二
O
O

の
問
題
で
は
な
い
。

(
阻
む
マ
ル
ク
ス
は
共
同
的
生
産
社
会
で
の
労
働
時
間
の
役
割
と
、
価
値
に
よ
る
労
働
時
間
測
定
の
相
異
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

「
共
同
的
生
産
が
前
提
さ
れ
た
ば
あ
い
、
時
間
規
定
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
依
然
と
し
て
本
質
的
な
意
義
を
も
っ
。
:
:
:
社
会
が
、
自
己
の
全
欲

望
に
即
応
し
た
生
産
を
達
成
す
る
た
め
に
、
そ
の
時
聞
を
合
目
的
に
分
割
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
個
人
が
、
適
当
な
比
例
で
知
識
を
得
た

り
、
あ
る
い
は
彼
の
活
動
に
た
い
す
る
さ
ま
ざ
ま
の
要
求
に
満
足
を
あ
た
え
た
り
す
る
た
め
に
、
彼
の
時
聞
を
正
し
く
分
割
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
と
同
様
で
あ
る
。
だ
か
ら
時
間
の
経
済
は
、
生
産
の
さ
ま
ざ
ま
の
部
門
へ
の
労
働
時
間
の
計
画
的
配
分
と
同
様
に
、
依
然
と
し
て
共
同
的
生

産
の
基
礎
法
則
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
法
則
は
、
労
働
時
間
に
よ
り
交
換
価
値
(
労
働
ま
た
は
労
働
生
産
物
)
を
測
定
す
る
こ
と
と
は
本
質
的

に
ち
が
っ
て
い
る
。
同
一
労
働
部
門
で
の
個
人
の
労
働
と
、
異
な
る
種
類
の
労
働
と
は
、
た
ん
に
量
的
に
ば
か
り
で
な
く
、
質
的
に
も
ち
が
っ
て

い
る
。
物
の
た
ん
に
量
的
な
区
別
は
な
に
を
前
提
し
て
い
る
か
?
そ
の
質
の
同
一
性
(
巴
冊
目
。
-
E四日向。
-
C
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
労
働
の
量
を

測
定
す
る
こ
と
は
、
そ
の
質
の
同
格
性
(
巴

ugヴ
日
江
四
百

5
、
同
一
性
を
前
提
し
て
い
る
」
(
『
経
済
学
批
判
要
綱
』
八
九
九
O
頁
、
訳
I
九

三
頁
、
傍
点
引
用
者
)
。

お
な
じ
く
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
・
不
一
致
と
い
っ
て
も
、
市
場
価
値
の
特
殊
規
定
の
ば
あ
い
と
、
差
額
地
代
論
で
の
市
場
価
値

規
定
と
で
は
、
そ
の
理
論
的
内
容
が
こ
と
な
る
。
地
代
論
で
の
市
場
価
値
規
定
は
、
第
一
規
定
と
第
二
規
定
と
い
う
観
点
か
ら
み
れ
ば
、

寺"一守、、

ナ
J
ふ
川
川

第
一
規
定
の
ば
あ
い
で
あ
っ
て
、
第
二
規
定
で
は
な
い
。
そ
し
て
工
業
生
産
物
の
市
場
価
値
が
通
常
第
一
規
定
と
し
て
成
立
し
、
特
殊
に

異
常
な
需
給
下
の
ば
あ
い
に
第
二
規
定
を
う
け
る
よ
う
に
、
農
業
生
産
物
も
第
一
規
定
と
し
て
成
立
す
る
ば
あ
い
と
、
第
二
規
定
と
し
て

成
立
す
る
ば
あ
い
が
あ
る
。

ま
た
第
一
規
定
は
「
比
率
」
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
「
平
均
価
値
」
で
あ
る
が
、
第
二
規
定
は
「
比
率
」
と
は
別
な
結
果
と
し
て
「
限

界
価
値
」
規
定
を
、
つ
け
て
い
る
。
し
か
し
、

お
な
じ
「
限
界
価
値
」
規
定
と
み
ら
れ
る
差
額
地
代
論
で
の
市
場
価
値
規
定
は
、
第
二
規
定

の
「
限
界
規
定
」
と
、
そ
の
内
容
を
ま
っ
た
く
こ
と
に
す
る
。
ど
の
よ
う
に
こ
と
に
す
る
か
は
、
こ
れ
ま
で
の
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
あ
き
ら



か
な
の
で
改
め
て
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

差
額
地
代
論
で
の
市
場
価
値
規
定
は
、
農
産
物
の
二
四

O
の
個
別
的
価
値
が
六

O
Oの
市
場
価
値
と
し
て
成
立
す
る
と
し
て
も
、

兵、
れ

は
価
値
形
成
的
労
働
時
間
の
見
地
か
ら
み
て
六

O
Oで
あ
る
こ
と
が
正
常
な
規
定
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
二
規
定
の
ば
あ
い
で
あ
れ

ば
、
た
と
、
λ
ば
二
四
口
が
六

O
Oに
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
価
値
形
成
的
労
働
時
間
の
見
地
か
ら
み
て
も
、

土
地
の
豊
度
に
よ
っ
て
強
め

ら
れ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
理
論
的
根
拠
が
な
い
の
だ
か
ら
、
不
正
常
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
表
現
は
お
か
し
い
が
、
第
二
規
定
の
ば

あ
い
は
「
限
界
価
値
」
と
し
て
の
「
限
界
規
定
」
で
あ
っ
た
が
、

差
額
地
代
論
で
の
市
場
価
値
規
定
は
、
「
平
均
価
値
」

(
二
四

O
労
働
時

間
は
価
値
形
成
と
い
う
点
か
ら
は
実
ば
六
0
0時
間
で
あ
る
か
ら
)
'
と
し
て
の

「
限
界
規
定
」

で
あ
る
。

」
う
し
た
こ
と
が
い
え
る
の
は
、
曲
戻

産
物
の
市
場
価
値
規
定
は
「
資
本
的
条
件
U
平
均
原
理
」

「
土
地
的
条
件
H

限
界
原
理
」
で
あ
る
こ
と
の
結
果
で
あ
る
。

し
か
し
、
以
上
の
、
第
一
規
定
、
第
二
規
定
、
差
額
地
代
論
で
の
規
定
の
、

い
ず
れ
に
よ
っ
て
成
立
す
る
価
値
(
市
場
価
値
)
で
あ
っ

て
も
、

い
ず
れ
も
、
価
値
の
大
小
は
商
品
に
対
象
化
さ
れ
た
労
働
時
閉
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
だ
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
こ
の
こ
と
は
価

値
が
労
働
伝
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、

そ
れ
ゆ
え
「
労
働
価
値
説
」
と
い
わ
れ
る
こ
と
を
苔
定
す
る
も
の
で
は
ま
っ
た
く
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

第
二
規
定
の
場
合
と
い
え
ど
も
、
資
本
制
社
会
の
景
気
変
動
の
周
期
を
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
上
方
へ
の
価
値
と
価
格
の
誰
離
は
、
下
方

へ
の
価
値
と
価
格
と
の
議
離
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
究
極
的
に
は
労
働
に
よ
る
価
値
規
定
は
貫
徹
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
ま
た
差
額
地
代
論
で
の
市
場
価
値
規
定
の
ぱ
あ
い
は
、
資
本
主
義
社
会
で
の
価
値
規
定
と
し
て
、

土
地
経
営
の
独
占
に
よ
っ
て
二
回

。
が
六

O
Oと
し
て
成
立
す
る
こ
と
こ
そ
ま
さ
に
価
値
論
そ
の
も
の
の
必
然
的
結
果
な
の
だ
か
ら
、

「
労
働
に
よ
る
価
値
規
定
」
は
資
本

主
義
的
高
品
生
産
社
会
と
し
て
貫
徹
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
農
産
物
の
場
合
ほ
、
完
全
に
計
画
化
さ
れ
た
組
合
社
会
か
ら
み

れ
ば
、
二
副

O
が
六

O
Oに
な
ら
な
い
し
、
か
っ
、
有
利
な
土
地
が
資
本
に
よ
っ
て
自
由
に
創
造
で
き
る
生
産
条
件
な
ら
ば
、
農
産
物
の

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

二
O



「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

二
O
二

価
値
を
低
廉
化
さ
せ
る
の
に
、
そ
う
で
な
い
が
故
に
、
農
産
物
を
差
額
地
代
部
分
だ
け
高
値
に
規
定
し
て
い
る
と
い
う
理
由
で
、

「
虚
偽

の
社
会
的
価
値

(
F
・s
-
W
)
」
と
マ
ル
ク
ス
に
よ
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

六
O
Oは
、
資
本
制
的
商
品
生
産
の
立
場
か
ら
は
、
ま
さ
に
市

場
価
値
そ
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
有
限
な
自
然
力
(
土
地
)
を
生
産
諸
条
件
の
不
可
欠
の
要
素
と
し
て
と
り
い
れ
て
成
立
す
る
が
故

に
、
本
来
そ
の
よ
う
な
条
件
が
な
い
工
業
と
く
ら
べ
|
|
ー
と
い
う
こ
と
は
資
本
の
立
場
か
ら
み
て
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
が
|
|
「
虚
偽

な
」
な
い
し
「
不
当
な
」
部
分
と
し
て
の
コ
一
六

O
を
成
立
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
「
虚
偽
の
社
会
的
価
値
」
は
、
計
画
的
な
組

ム
ロ
社
会
か
ら
み
て
は
も
ち
ろ
ん
「
虚
偽
し
で
あ
る
が
、
資
本
の
立
場
か
ら
み
て
も
「
虚
偽
」
で
あ
り
、

「
虚
偽
」
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も

価
値
で
は
な
い
と
否
定
し
え
な
い
と
い
う
矛
盾
を
資
本
制
社
会
そ
の
も
の
が
具
有
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
資
本
は
こ
の
意
味
か
ら
も
土

地
所
有
と
対
立
す
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
資
本
は
土
地
所
有
と
結
び
つ
い
た
土
地
経
営
の
独
占
を
排
除
で
き
ず
、
こ
の
「
』
虚
偽
の
社
会

的
価
値
」
を
ふ
く
む
農
産
物
の
六

0
0シ
リ
ン
グ
が
、
市
場
価
値
と
し
て
成
立
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

」
う
し
て
、
こ
の
六

O
Oシ
リ
ン

グ
は
、
農
業
資
本
を
工
業
の
平
均
資
本
と
前
提
し
て
い
る
マ
ル
ク
ス
の
差
額
地
代
論
段
階
で
は
、
市
場
生
産
価
格
と
一
致
し
、
こ
の
市
場

生
産
価
格
が

7
調
節
的
市
場
価
格
」
と
な
る
。
六

0
0シ
リ
ン
グ
の
調
整
的
市
場
価
格
は
六

0
0シ
リ
ン
グ
の
市
場
生
産
価
格
へ
、
こ
の

市
場
生
産
価
格
は
六

0
0シ
リ
ン
グ
の
市
場
価
値
へ
、
こ
の
市
場
価
値
は
社
会
的
価
値
、

さ
ら
に
価
値
へ
、
そ
し
て
、
究
極
的
に
は
六

O

0
シ
リ
ン
グ
が
代
表
す
る
全
量
を
生
産
す
る
の
に
社
会
的
に
必
要
な
労
働
時
間
へ
と
下
向
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
農
産
物
の
市
場
価

値
が
「
虚
偽
の
社
会
的
価
値
」
と
し
て
成
立
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
三
巻
十
章
の
市
場
価
値
の
第
一
規
定
で
あ
り
、

た
だ
そ
の
競
争
条
件
に

お
い
て
工
業
生
産
物
の
市
場
価
値
規
定
と
こ
と
な
る
も
の
が
あ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。

と
こ
ろ
が
市
場
価
値
の
第
二
規
定
の
ば
あ
い
を
考
え
る
と
、
こ
の
第
二
規
定
に
よ
っ
て
成
立
す
る
限
界
価
値
と
し
て
の
市
場
価
値
が
、

市
場
生
産
価
格
に
転
化
し
、
こ
の
市
場
生
産
価
格
が
調
整
的
市
場
価
格
と
な
る
。
そ
し
て
こ
の
第
二
規
定
の
ば
あ
い
で
も
、
調
節
的
市
場



価
格
市
場
生
産
価
格
!
市
場
価
値
l
社
会
的
価
値
1

価
値
と
い
う
下
向
と
、
し
た
が
っ
て
上
向
の
関
係
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
。
し
か
し
、
第
二
規
定
は
限
界
規
定
で
あ
る
点
か
、
り
し
て
、
調
節
的
市
場
価
格
最
良
ま
た
は
最
悪
の
個
別
的
価
値
個
別
的
労
働
時

間
と
な
ら
ざ
る
を
え
ず
、
し
た
が
っ
て
「
比
率
」
と
か
「
組
合
せ
」
と
か
「
算
術
加
害
平
均
し
と
か
「
平
均
原
理
」
と
か
の
観
点
か
ら
み

¥ 、

「
限
界
原
理
」
的
に
対
立
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
市
場
価
値
の
第
二
規
定
の
ぱ
あ
い
は
、
調
整
的
市
場
価
格
は
、
究
極
的
に
は
個

別
的
労
働
時
間
の
社
会
的
平
均
と
し
て
の
社
会
的
必
要
労
働
時
聞
か
ら
背
離
す
る
。
だ
が
、
下
方
へ
の
背
離
は
、
景
気
循
環
の
長
期
的
視

点
か
ら
み
る
と
上
方
へ
の
背
離
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
る
傾
向
を
も
ち
、
こ
う
し
て
長
期
的
・
事
後
的
・
傾
向
的
法
則
と
し
て
「
労
働
に
よ

る
価
値
の
規
定
」
と
い
う
法
則
は
貫
徹
し
て
い
る
。
無
規
定
な
労
働
時
間
そ
の
も
の
が
価
値
で
は
な
い
。
し
か
し
、

「
労
働
に
よ
る
価
値

の
規
定
」
は
、
資
本
制
的
商
品
生
産
社
会
が
人
聞
社
会
存
続
の
た
め
の
不
可
欠
な
法
則
を
貫
徹
せ
し
め
る
形
態
と
し
て
存
在
せ
し
め
て
い

る
の
で
あ
る
。

さ
て
以
上
の
考
察
か
ら
ま
た
、
差
額
地
代
論
の
場
合
と
市
場
価
値
の
第
二
規
定
の
場
合
と
で
は
明
ら
か
に
差
異
が
あ
り
、
差
額
地
代
論

の
場
合
の
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
不
一
致
は
、
市
場
価
値
の
第
一
規
定
を
前
提
し
た
う
え
で
成
立
し
て
い
た
、

つ
ま
り
土
地
的
条
件
は
ゼ
ロ

で
あ
り
、
資
本
的
条
件
は
社
会
的
標
準
的
で
あ
る
と
こ
ろ
で
市
場
価
値
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
1

1
と
い
う
と
と
は
資
本
的
条
件
の
差
異

に
も
と
づ
く
個
別
的
価
値
か
ら
市
場
価
値
が
成
立
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
ー
ー
ー
、
し
た
が
っ
て
そ
こ
に
成
立
し
た
市
場
価
値
は
、

ーマ

Jレ

ク
ス
に
あ
っ
て
は
、
市
場
価
値
範
曙
と
し
て
は
、
工
業
と
農
業
と
い
う
差
は
あ
っ
て
も
同
質
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
把
握
さ
れ
え

た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
「
不
明
瞭
な
箇
所
」
で
の
市
場
価
値
の
特
殊
規
定
の
検
討
の
結
果
、

『
資
本
論
』
初
章
の
価
値
の
大
き
さ
の
規
定

で
あ
る
「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
」
の
た
ん
な
る
「
技
術
説
」
的
解
釈
が
、
商
品
の
価
値
の
大
き
さ
の
規
定
の
理
解
と
し
て
は
、

一
面
的

な
不
十
分
な
理
解
で
あ
る
こ
と
が
、
以
上
で
ほ
ぼ
明
ら
か
と
ぎ
れ
え
た
で
あ
ろ
う
。
右
の
「
技
術
説
」
的
解
釈
の
一
面
怯
こ
そ
は
、
白
杉

「
差
額
地
代
」
ー
と
価
値
」

。



「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

二
O
四

氏
が
「
社
会
的
必
要
」
を
強
調
し
、

「
社
会
的
評
価
」
説
で
克
服
し
よ
う
と
さ
れ
た
一
面
性
で
あ
っ
た
。

と
は
い
え
、
氏
の
研
究
は
中
断
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
氏
の
価
値
論
理
解
は
不
十
分
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
。
そ
の
不
十
分
さ
は
当
然
、
差
額
地
代
の
理
解
、

「
虚
偽
の
社
会
的
価
値
」
の
解
釈
に
お
い
て
も
、
白
杉
民
を
し
て
誤
っ
た
結
論
へ
導

か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
「
価
値
」
と
「
差
額
地
代
し
に
関
す
る
氏
の
つ
不
明
瞭
な
箇
所
L

の
解
釈
、

「
工
業
に
も
成
立
す
る
虚
偽
の
社
会
的
価
値
」

説
、
な
ら
び
に
「
差
額
地
代
」
の
本
質
把
握
の
コ
一
点
に
つ
い
て
の
所
説
を
批
判
的
に
検
討
し
、
こ
の
稿
を
終
る
こ
と
に
す
る
。

九

白
杉
氏
に
よ
る
つ
不
明
瞭
な
箇
所
」
の
解
釈
、
「
工
業
に
も
成
立
す
る
虚
偽
の
社
会
的
価
値
」

な
ら
び
に
「
差
額
地
代
」
の
本
質
把
握
の
三
点
に
つ
い
て
の
検
討

白
杉
氏
の
遺
稿
集
の
最
後
に
未
完
の
ま
ま
収
め
ら
れ
た
講
演
手
稿
「
平
均
原
理
と
限
界
原
理
」
で
、
氏
は
次
の
よ
う
な
、
こ
れ
ま
で
に

も
本
稿
で
ふ
れ
る
と
こ
ろ
の
あ
っ
た
見
解
を
書
き
残
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
氏
は
「
本
来
的
に
は
個
別
的
諸
生
庭
価
格
の
平
均
と
し
て

成
立
す
る
は
ず
の
市
場
生
産
価
格
が
、
農
業
部
面
で
は
ど
う
し
て
個
別
的
諸
生
産
価
格
の
限
界
個
別
的
生
産
価
格
へ
の
平
準
化
に
お
い
て

成
立
す
る
の
か
」
と
問
題
を
提
起
し
1

i
こ
の
問
題
提
起
そ
の
も
の
が
実
は
不
正
確
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
わ
れ
わ
れ
の
み
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
1
1
1
、
そ
れ
は
、

「
お
も
う
に
農
業
部
面
で
は
、

一
定
の
需
要
事
情
を
前
提
す
る
か
ぎ
り
、
長
期
的
に
見
て
も
、
限
界
個
別
的
生

産
価
格
で
の
市
場
生
産
価
格
の
決
定
が
社
会
的
平
均
的
に
ー
ー
と
い
う
の
は
社
会
的
一
般
的
に
|
|
必
要
不
可
避
で
あ
る
か
ら
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
し
、
「
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

い
わ
ゆ
る
『
虚
偽
の
社
会
的
価
値
』
が
新
し
い
光
の
も
と
に
見
な
わ
さ
れ
る
は
ず
だ
し
、

ま
た
市
場
生
産
価
格
の
本
質
と
し
て
の
市
場
価
値
が
社
会
的
欲
望
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
側
障
を
も
つ
こ
と
が
論
証
を
得
る
こ
と
に
な
る



は
ず
で
あ
る
」
(
『
独
占
理
論
と
地
代
法
則
』
一
二
五
一
良
)
と
い
う
。

な
る
ほ
ど
氏
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
農
業
部
面
で
は
最
劣
等
地
の
個
別
的
牢
産
価
格
に
よ
る
市
場
生
産
価
格
が
必
要
不
可
避
で
あ
る
、

と
い
う
の
は
そ
の
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
理
白
を
「
一
定
の
需
給
関
係
を
前
提
」
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、

「
社
会
的
欲
望
」
が
そ
う

さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
だ
け
で
は
問
題
の
解
決
に
は
な
ら
な
い
。

な
ぜ
最
劣
等
地
の
個
別
的
生
産
価
格
が
市
場
生
産
価
格
と
な
ら

ざ
る
を
え
な
い
か
を
、
差
額
地
代
論
の
こ
の
段
階
で
、
そ
れ
以
前
の
価
値
論
の
展
開
と
し
て
明
確
に
説
明
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ち
で

あ
る
。

「
一
定
の
需
給
関
係
を
前
提
と
し
て
い
る
」
の
は
そ
の
通
り
で
は
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
価
値
の
生
産
価
格
へ
の
転
化
の
場
合
で

も
、
平
均
利
潤
を
入
手
で
き
る
よ
う
な
一
定
の
需
給
関
係
を
前
提
と
し
て
い
る
、
と
い
う
点
で
は
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
問
題
は
、
で
は

そ
の
よ
う
な
個
別
的
生
産
価
格
が
市
場
生
産
価
格
を
規
定
す
る
よ
う
な
需
給
関
係
成
立
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
、

と
い
う
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
、

マ
ル
ク
ス
の
差
額
地
代
の
説
明
で
は
、
工
業
で
の
平
均
利
潤
な
ら
び
に
資
本
的
・
経
営

的
条
件
の
優
秀
性
に
も
と
づ
く
超
過
利
瀦
の
説
明
を
終
え
、

つ
い
で
農
業
へ
工
業
で
の
平
均
資
本
1

1

マ
ル
ク
ス
は
こ
れ
を
差
額
地
代
を

説
明
す
る
ば
あ
い
の
表
一
で
は
き
わ
十
包
〈
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
最
劣
等
地
の
一
ク
オ
ー
ダ
ー
の
小
麦
は
、
ち
の

+
E
J
1
H
Sシ

リ
ン
グ
の
投
下
資
本
で
(
剰
余
価
値
率
一

0
0
%
、
平
均
利
潤
率
二

O
勿
)
六

0
シ
リ
ン
グ
の
個
別
的
価
値
H
市
場
価
値
H
市
場
生
産
価
格
と

な
っ
て
い
る
ー
ー
ー
が
投
下
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、
だ
か
ら
最
劣
等
地
の
経
営
も
平
均
利
潤
が
入
手
で
さ
る
こ
と
、
た

だ
土
地
的
条
件
の
差
異
を
自
然
的
基
礎
と
し
て
超
過
利
潤
が
発
生
し
、
そ
れ
が
地
代
に
転
形
す
る
こ
と
、
こ
の
と
と
は
マ
ル
ク
ス
価
値
論

の
必
然
的
展
開
で
あ
り
、

し
か
も
差
額
地
代
論
の
場
合
に
は
市
場
価
値
の
通
常
規
定
が
前
提
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

し
た
が
っ
て

『
資
本

論
』
三
巻
十
章
の
「
不
明
瞭
な
箇
所
」
に
お
け
る
、
市
場
価
値
の
「
最
悪
規
定
L

の
典
例
で
は
な
い
こ
と
、
な
ど
の
諸
点
を
こ
そ
明
ら
か

に
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
べ
た
よ
う
な
理
論
的
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
最
劣
等
地
の
経
営
の
個
別
的
価
値
(
個
別

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

二
O
五



「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

二
O
六

的
生
産
価
格
)
の
一
ク
ォ

i
タ

l
六

0
シ
リ
ン
グ
が
市
場
価
値
(
市
場
生
産
価
格
)
と
な
る
の
は
「
社
会
的
欲
望
」
に
よ
る
、
と
氏
が
い
わ

れ
る
の
な
ら
よ
い
。

し
か
し
残
念
な
が
ら
氏
に
は
右
の
よ
う
な
理
解
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
白
杉
氏
に
よ
る
「
不
明
瞭
な
箇
所
」
の
解
釈
を
み
よ
う
。
白
杉
氏
の
「
社
会
的
評
価
説
」
は
こ
れ
ま
で
み
た
よ
う
な
限
界
を
も
っ

も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
と
も
か
く
も
『
資
本
論
』
冒
頭
の
商
品
価
値
の
理
解
か
ら
地
代
論
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
お
り
、
そ

こ
で
当
然
「
不
明
瞭
な
箇
所
し
の
理
解
に
つ
い
て
も
、
こ
の
「
社
会
的
評
価
説
」
が
そ
の
理
解
の
基
本
線
を
な
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
氏

は
市
場
価
値
の
第
一
規
定
を
つ
長
期
に
妥
当
す
る
理
論
」
で
あ
る
と
し
、

「
短
期
に
お
い
て
は
、
生
産
量
と
需
要
量
と
が
一
致
し
て
も
、

市
場
価
格
の
市
場
生
産
価
格
か
ら
の
背
離
が
お
こ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
場
合
に
も
、
商
品
量
が
過
小
な
場
合
と
同
様
に
、
最
悪
の
諸
条

件
で
生
産
さ
れ
た
商
品
が
市
場
価
格
を
調
整
す
る
。

か
く
し
て
短
期
に
お
い
て
は
、
長
期
に
お
け
る
と
は
異
な
り
、
平
均
生
産
価
格
で
は

な
く
て
、
限
界
生
産
価
格
が
市
場
調
節
的
な
の
で
あ
る
。
け
だ
し
短
期
に
つ
い
て
見
る
か
ぎ
り
、
工
業
部
面
に
お
い
て
も
、
劣
悪
な
生
産

諸
条
件
の
も
と
で
の
生
産
量
が

l
i全
生
産
量
に
お
い
て
大
量
的
な
地
位
を
占
め
る
こ
と
が
な
く
て
も
|
|
需
要
を
充
足
す
る
の
に
必
要

で
あ
る
以
上
、
そ
れ
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
劣
悪
な
生
産
諸
条
件
の
も
と
で
の
個
別
的
生
産
価
格
を
補
う
に
足
る
だ
け
の
価
格
が

支
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
」
(
向
上
一
一
一
六
頁
)
と
い
う
。

右
の
よ
う
に
白
杉
氏
は
、

「
長
期
で
は
市
場
価
値
の
第
一
規
定
(
通
常
規
定
)
」

「
短
期
で
は
第
二
規
定
(
特
殊
規
定
ど
と
さ
れ
て
い
る

わ
け
だ
が
、
こ
れ
が
不
正
確
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
第
一
規
定
と
第
二
規
定
の
相
異
は
「
長
期
」
と
か
「
短
期
」
と
い
う
点
に
関

連
は
あ
ろ
う
が
、

た
だ
期
間
の
長
短
に
よ
っ
て
発
生
す
る
の
で
は
な
く
、
第
一
規
定
は
通
例
の
競
争
状
態
で
の
需
給
の
通
常
の
場
合
で
あ

っ
て
、
そ
れ
は
一
般
に
長
期
間
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
、
第
二
規
定
は
異
常
な
競
争
状
態
で
の
需
給
の
異
常
な
場
合
で
あ
り
、
そ
れ
は

一
般
に
短
期
間
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
だ
か
ら
「
長
期
」
で
あ
る
か
「
短
期
」
で
あ
る
か
と
い
、
7
時
間
の
長
短
が
本
質
的



な
意
味
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
「
短
期
に
お
い
て
は
生
産
量
と
情
要
量
が
一
致
し
て
も

一
と
氏
が
い
わ
れ
る
の
は
、
第

規
定
は
「
需
給
不
一
致
の
場
合
」
で
あ
る
と
い
う
表
現
に
く
ら
べ
、
よ
り
正
し
い
観
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
、
第
二
規
定
は
特

殊
な
需
給
状
態
で
の
限
界
価
値
に
よ
ろ
市
場
価
値
の
も
と
で
需
給
が
一
致
し
て
い
る
場
合
を
さ
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
は
氏
が

「
乙
こ
で
は
平
均
的
な
も
の
が
限
界
的
な
も
の
と
し
て
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
」

(
向
上
一
二
五
頁
)
と
表
現
さ
れ
て
い
る
点
と
関
連
し
て
い

る。
こ
う
し
て
み
る
と
き
、

「
不
明
瞭
な
箇
所
」
に
対
す
る
白
杉
氏
の
見
解
は
市
場
価
値
の
第
三
規
定
説
で
あ
り
、

そ
の
論
拠
が
氏
の
「
社

会
的
評
価
説
」
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
の
観
点
は
、

マ
ル
ク
ス
が
『
資
本
論
』
第
三
巻
第
十
章
で
市
場
価
値
を
論
じ
た
と
き
、
「
『
社

会
的
欲
望
』
す
な
わ
ち
需
要
」
と
い
う
契
機
を
「
本
質
的
」
な
も
の
と
し
て
よ
り
立
ち
入
っ
て
取
り
上
げ
た
観
点
と
照
応
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
ろ
う
。
だ
か
ら
氏
は
「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
」
の
単
な
る
「
技
術
説
」
に
は
満
足
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
商
品
価
値
の
把

握
に
あ
た
っ
て
、
使
用
価
値
一
般
と
か
、
社
会
的
欲
望
、
社
会
的
必
要
の
契
機
を
強
調
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
が
氏
は
「
社
会
的
評

価
」
説
の
視
点
か
ら
の
「
不
明
瞭
な
箇
所
」
の
内
容
的
説
明
に
は
成
功
さ
れ
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
、
氏
は
価
値
論
に
「
欲
望
」
な
る
契
機

を
取
り
入
れ
よ
う
と
さ
れ
た
1
1
1
マ
ル
ク
ス
に
あ
っ
て
も
そ
れ
改
当
然
考
慮
さ
れ
て
い
た
ー
ー
ー
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
「
社
会
的
評
価
一

と
い
う
段
階
で
と
ど
め
、

そ
の
根
拠
と
し
て
の
競
争
の
具
体
的
条
件
を
分
析
し
た
う
え
で
把
握
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
氏
に
そ
の
時

聞
が
与
え
ら
れ
た
な
ら
、
氏
の
理
論
は
こ
の
段
階
ま
で
突
き
進
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
氏
の
提
起
し
た
問
題
は
マ
ル
ク
ス
価
値
論

の
根
本
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
「
白
杉
理
論
」
は
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
数
多
く
の
論
議
を
よ
び
起
こ
さ
ざ
る
を
え
な
い
内
容
を

も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

次
に
氏
の
「
工
業
に
も
成
立
す
る
虚
偽
の
社
会
的
価
値
」
説
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
関
す
る
白
杉
氏
の
理
論
的
根
拠
は
二
つ
の
混
乱
し

「
差
額
地
代
一
と
「
価
値
」

二
O
七



「
差
額
一
地
代
」
と
「
価
値
一
」

二
O
八

た
内
容
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
の
第
一
は
工
業
に
も
虚
偽
の
社
会
的
価
値
が
成
立
す
る
の
は
、

工
業
部
門
で
の
中
位
的
標
準
以
上
の

諸
条
件
下
で
生
産
さ
れ
る
商
品
の
場
合
で
あ
る
と
い
う
見
解
で
あ
り
、
第
二
は
市
場
個
値
の
第
二
規
定
に
よ
っ
て
虚
偽
の
社
会
的
価
値
が

成
立
す
る
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
氏
は
『
価
値
の
理
論
』
で
次
の
如
く
い
わ
れ
る
。

』
虚
偽
の
祉
会
的
価
値
の
存
在
は
必
ず
し
も
土
地
生
産
物
に
限
ら
れ
て
は
い
な
い
。

な
る
ほ
ど
、
工
業
部
面
で
は
、
農
業
部
面
と
は
異
な

っ
て
、
商
品
生
産
者
相
互
の
競
争
は
自
然
的
に
も
社
会
的
に
も
制
限
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
の
を
原
則
と
す
る
。

そ
こ
で
は
、
原
則
と
し

て
、
資
本
の
移
動
と
経
営
と
の
自
由
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
自
由
競
争
は
、
生
産
諸
条
件
を
平
均
化
し
て
ゆ
く
傾
向
を
も
っ
。
勿

論
、
同
一
種
類
の
す
べ
て
の
商
品
が
、
同
一
の
生
産
諸
条
件
の
も
と
に
生
産
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
個
別
的
価
値
は
種
々
で

そ
れ
ら
の
個
別
的
価
値
の
平
均
正
し
て
、

な
る
も
の
は
、
同
一
種
類
の
全
開
品
の
個
別
的
価
値
の
社
会
的
平
均
で
あ
る
。

一
個
同
一
の
市
場
価
値
が
成
立
す
る
。

し
か
し
、
市
場
価
伯

あ
り
う
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
し
て
、
そ
れ
を
決
定
す
る
も
の
は
、
巾
位
的
標
準
的
な

生
産
諸
条
件
の
も
と
で
生
産
さ
れ
た
商
品
の
個
別
的
価
値
で
あ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、

そ
れ
以
上
な
い
し
そ
れ
以
下
の
諸
条
件
の
も
と
で
の

個
別
的
価
値
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
第
一
の
場
合
が
基
本
的
で
あ
る
こ
と
は
、

い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
場
合
、
中
位
的
標
準

以
上
の
優
良
な
諸
条
件
の
も
と
で
生
産
さ
れ
た
商
品
は
、
市
場
価
値
に
お
い
て
、
そ
の
個
別
的
価
値
以
上
の
評
価
含
受
け
、
中
位
的
標
準

そ
の
個
別
的
価
値
以
下
の
評
価
を
受
け
る
。
な
る
ほ
ど
、
生
産
部
門
全
体
と
し

以
下
の
劣
悪
な
諸
条
件
の
も
と
で
生
産
さ
れ
た
商
品
は
、

て
は
、
↑
市
場
価
値
に
お
い
て
、
こ
の
両
極
端
は
相
殺
さ
れ
、
全
商
品
の
生
産
に
投
下
さ
れ
た
労
働
時
間
に
相
当
す
る
だ
け
の
価
値
が
実
現

さ
れ
る
。
し
か
し
個
別
的
に
は
、
す
な
わ
ち
中
位
的
標
準
以
上
の
優
良
な
諸
条
件
の
も
と
で
生
産
さ
れ
た
商
品
に
つ
い
て
は
、
地
代
に
類

似
し
た
一
種
の
「
虚
偽
の
社
会
的
価
値
」
が
発
生
す
る
。

あ
た
え
ら
れ
た
住
会
的
欲
望
と
、
そ
れ
に
対
応
す
る
生
産
力
の
発
達
水
準
と
の

如
何
に
応
じ
て
は
、
中
牝
的
標
準
以
下
の
劣
悪
な
詰
条
件
の
も
と
で
生
産
さ
れ
る
商
品
の
佃
別
的
価
値
が
市
場
価
値
を
規
制
す
る
場
合
、
か



あ
り
う
る
。
そ
の
場
合
に
は
中
位
的
標
準
的
な
諸
条
件
の
も
と
で
生
産
さ
れ
る
商
品
に
つ
い
て
も
一
虚
偽
の
社
会
的
価
値
」
が
発
生
す

る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
「
レ
虚
偽
の
社
会
的
価
値
↑
の
発
生
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
、
第
一
の
場
合
も
第
二
の
場
合
も
、
私
的
個
別
的

な
も
の
の
社
会
的
一
般
的
な
も
の
へ
の
平
均
が
、
市
場
価
格
を
め
や
す
と
す
る
私
的
生
産
者
相
互
の
競
争
と
い
う
無
自
覚
的
な
社
会
的
活

動
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
よ
り
ほ
か
な
い
商
品
生
産
社
会
の
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
必
然
事
な
の
で
あ
る
(
二
二
七
l
九
頁
)
。

ま
た
右
と
同
様
の
理
解
は
『
独
占
理
論
と
地
代
法
則
』
で
、
次
の
よ
う
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
限
界
個
刷
的
生
産
価
格
に
よ
る
市
場
生
産
価
格
の
決
定
は
、
農
業
部
面
に
特
有
で
あ
る
。
し
か
し
工
業
部
商
に
お
い
て
も
、
短
期
に

つ
い
て
見
る
か
ぎ
り
、
平
均
原
理
の
限
界
原
理
へ
の
類
似
の
疎
外
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
工
業
部
面
に
お
い
て
も
、
短
期
市
場
価
格

は
、
平
均
的
な
市
場
生
産
価
格
に
よ
っ
て
で
は
な
く
て
、
限
界
個
別
的
生
産
価
格
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

マ
ル
ク
ス
に
よ
れ
ば
、

生
産

さ
れ
た
商
品
量
と
、

そ
れ
に
対
す
る
需
要
量
と
が
一
致
す
る
場
合
に
は
、
商
品
は
そ
の
市
場
生
産
価
格
で
販
売
さ
れ
、
商
品
量
が
そ
れ
に

対
す
る
需
要
よ
り
も
小
さ
い
か
又
は
大
き
け
れ
ば
、
市
場
価
格
は
市
場
生
定
価
格
か
ら
背
離
す
る
l

i
す
な
わ
ち
商
品
量
が
過
小
な
場
合

に
は
、
最
悪
の
諸
条
件
で
生
産
さ
れ
た
商
品
が
市
場
価
格
安
調
整
し
、
商
品
が
過
大
な
場
合
に
は
、
最
良
の
諸
条
件
で
生
産
さ
れ
た
商
品

が
市
場
価
格
を
調
整
す
る

!
lー
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
主
と
し
て
長
期
に
妥
当
す
る
理
論
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
市
場
価
格
の
長
期
変
動
の

理
論
で
あ
る
。
短
期
に
お
い
て
は
、
生
産
量
と
需
要
量
と
が
一
致
し
て
も
、
市
場
価
格
の
市
場
生
産
価
格
か
ら
の
背
離
が
お
こ
る
。
す
な

わ
ち
、
そ
の
場
合
に
も
、
商
品
量
が
過
小
な
場
合
と
同
様
に
、
最
悪
の
諸
条
件
で
生
産
さ
れ
た
商
品
が
市
場
価
格
を
調
整
す
る
。
か
く
し

て
短
期
に
お
い
て
は
、
長
期
に
お
け
る
と
は
異
な
り
、
平
均
生
産
価
格
で
は
な
く
て
、
限
界
生
産
価
格
が
市
場
調
節
的
な
の
で
あ
る
。
け

だ
し
短
期
に
つ
い
て
見
る
か
ぎ
り
、
工
業
部
面
に
お
い
て
も
、
劣
悪
な
生
産
諸
条
件
の
も
と
で
の
生
産
量
が
|
|
人
王
生
産
量
に
お
い
て
大

量
的
な
地
位
を
占
め
る
こ
と
が
な
く
て
も
l
l
i需
要
を
充
足
す
る
の
に
必
要
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
劣
悪
な

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

二
O
九



「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

。

生
産
諸
条
件
の
も
と
で
の
個
別
的
生
産
価
格
を
補
う
に
足
る
だ
け
の
価
格
が
支
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
」

(
一
二
主

六
百
九
)
。

氏
の
草
稿
は
右
の
引
用
の
箇
所
で
中
断
さ
れ
マ
い
る
の
で
あ
る
が
、
以
上
の
所
説
か
ら
も
わ
か
る
上
う
に
、
氏
の
主
張
辻
、
川
市
場
価

値
の
第
一
規
定
の
も
と
で
生
ず
る
工
業
の
超
過
利
潤
と
市
場
価
値
の
第
二
規
定
の
も
と
で
生
ず
る
超
過
利
潤
と
を
混
同
し
て
い
る
、
川
市

場
価
値
の
第
二
規
定
に
よ
っ
て
生
ず
る
超
過
利
潤
と
差
額
地
代
と
を
同
一
視
し
て
い
る
、

と
い
う
点
の
誤
っ
た
理
解
か
ら
成
り
立
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
と
の
二
点
の
見
解
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
い
い
本
稿
で
十
分
検
討
を
試
み
た
と
ご
ろ
で
あ
り
、
あ
ら
た
め
で

の
べ
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

氏
は
、
工
業
で
も
劣
悪
な
生
産
諸
条
件
の
も
と
で
の
生
産
量
が
l
i全
生
産
量
に
お
い
て
大
量
的
な
地
位
を
占
め
る
こ
と
が
な
く
て
も

|
|
需
要
を
充
是
す
る
の
に
必
要
で
あ
る
以
上
、
市
場
価
値
の
特
殊
規
定
が
な
さ
れ
、

「
虚
偽
の
社
会
的
価
値
し
が
生
ず
る
と
い
う
理
解

を
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
「
需
要
を
充
足
す
る
の
に
必
要
で
あ
る
L

と
い
う
こ
と
ば
を
ど
う
理
解
す
る
か
が
問
題
で
あ

る
。
第
一
規
定
の
場
合
の
最
劣
等
の
生
産
諸
条
件
下
の
生
産
物
ち
や
は
り
需
要
を
充
足
寸
る
の
に
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
第
二
規
定
の

場
合
と
変
わ
り
が
な
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
者
で
は
限
界
規
定
で
は
な
く
平
均
規
定
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
氏
の
よ
う
に

「
工
業
で
も
劣
悪
な
生
産
諸
条
件
の
も
と
で
の
生
産
量
が
、
需
要
を
充
足
す
る
の
に
必
要
で
あ
る
以
上
」
と
い
わ
れ
て
も
、
そ
れ
は
積
極

的
に
、
だ
か
ら
市
場
価
値
が
限
界
価
値
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
志
味
を
も
ち
え
な
い
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
白
杉
氏
の
農
産
物
の
市
場
価
値
が
「
限
界
原
理
」
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
理
解
は
、
資
本
的
経
営
的
条
件
で
は
そ
れ

以
前
の
工
業
で
適
用
さ
れ
た
「
平
均
原
理
」
が
農
業
で
も
貫
徹
し
て
お
り
、
決
し
て
「
限
界
原
型
」
で
は
な
い
こ
と
を
理
解
し
え
な
か
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

土
地
的
条
件
だ
け
は
つ
限
界
原
理
」
的
で
あ
る
が
、
こ
の
土
地
に
つ
い
て
の
場
合
の
「
限
界
原
理
」
な
る
一
言
葉



は
、
通
常
の
、

つ
ま
り
市
場
価
値
規
定
の
場
合
の
「
限
界
原
理
」
と
、
用
語
は
同
じ
で
も
、
内
容
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。
さ
ら
に
マ
ル
ク

ス
が
「
虚
偽
の
社
会
的
価
値
1

一
と
い
っ
た
場
合
、
ぞ
れ
が
土
地
生
産
物
に
関
し
て
、

な
ぜ
、
ど
の
よ
う
な
意
味
で
い
わ
れ
た
の
か
が
、
白

杉
氏
に
あ
っ
て
は
考
察
さ
れ
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

十

お

わ

り

差
額
地
代
の
解
釈
に
お
け
る
諸
見
解
の
主
要
な
論
争
点
は
、
究
極
的
に
は
、

マ
ル
グ
ス
の
経
済
学
説
全
体
を
貫
く
、

い
わ
ゆ
る
労
働
価

値
説
の
根
本
的
把
握
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
私
は
「
価
値
論
と
し
て
の
地
代
論
」
理
解
に
あ
た
っ
て
、

マ
ル
ク
ス
経
済
学

の
基
本
的
諸
規
定
・
諸
範
時
に
下
向
し
て
、
そ
こ
か
ら
上
向
的
に
差
額
地
代
論
の
提
起
す
る
諸
論
点
き
整
理
、
杷
握
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
さ
い
『
価
値
の
理
論
』

(
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
一
房
、
一
九
五
五
年
七
月
)
か
ら
遺
稿
集
『
独
占
理
論
と
地
代
法
則
』

(
向
上

一
九
六
三
年
十
一
月
)
に
い
た
る
ま
で
の
故
白
杉
庄
一
郎
氏
の
業
績
を
検
討
し
、
氏
の
「
斬
新
か
っ
独
創
的
な
学
風
」
、

と
り
わ
け
価
値
論

と
の
重
要
問
題
で
あ
り
、
地
代
論
と
も
本
質
的
関
連
を
も
っ
「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
」
な
ら
び
に
「
価
値
」
、

し
た
が
っ
て
「
市
場
価

値
L

そ
の
も
の
を
「
社
会
的
欲
望
」
に
か
か
わ
ら
せ
て
理
解
し
よ
う
と
試
み
た
白
杉
氏
の
価
値
論
理
解
の
も
つ
問
題
意
識
を
重
要
な
も
の

と
し
て
受
け
と
り
、
氏
の
問
題
意
識
を
堀
り
下
げ
る
こ
と
を
念
頭
に
考
察
を
進
め
て
き
た
。
そ
し
て
需
要
が
価
格
の
み
な
ら
ず
価
値
そ
の

も
の
を
も
規
定
す
る
側
商
の
あ
る
ご
と
、
需
要
の
価
格
と
価
値
に
及
ぼ
す
二
様
の
作
用
、
市
場
価
値
の
通
常
規
定
と
特
殊
規
定
、
特
殊
規

定
と
差
額
地
代
論
に
お
け
る
最
劣
規
定
等
の
諸
問
題
を
ほ
ぼ
明
ら
か
に
し
、
需
要
の
契
機
を
価
格
と
の
関
連
で
の
み
理
解
す
る
に
と
ど
ま

る
と
こ
る
の
、

い
わ
ゆ
ろ
「
需
要
説
一
ま
た
は
「
消
費
説
」
?
と
よ
ば
れ
る
解
釈
の
あ
ぞ
ま
り
で
あ
る
と
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
さ
ら

に
、
価
値
の
大
き
さ
は
、
あ
る
商
品
を
生
産
す
る
た
め
に
技
術
的
に
み
て
、
社
会
的
標
準
的
な
生
産
条
件
の
下
で
(
平
均
労
働
力
の
充
用
を

一
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」



ー
差
額
地
代
一
と
「
価
値
一

一一

前
提
と
し
)
支
出
さ
れ
た
労
働
時
間
に
よ
っ
て
き
ま
る
と
す
る
「
技
術
説
」
や
、
個
別
的
価
値
と
社
会
的
価
値
(
市
場
価
値
)
の
総
計
に
お

け
ろ
一
致
の
み
を
恨
拠
と
す
る
「
均
衡
論
」
的
解
釈
の
あ
や
空
り
で
あ
ろ
こ
と
を
ほ
ぼ
考
奈
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
白
杉
氏
の
所
説
に
つ

い
て
は
、
価
値
論
の
段
階
で
も
支
だ
論
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
1

l
た
と
え
ば
↑
虚
偽
の
社
会
的
仙
値
」
が
一
ー
強
め
ら
れ
た
労
働
」

に
よ
っ
て
成
立
し
、
生
産
力
の
増
進
が
強
め
ら
れ
た
労
働
と
な
る
場
合
、
そ
こ
で
の
労
働
が
複
雑
労
働
と
な
る
、
と
い
う
氏
の
独
特
な
解

〔
幻
)

釈
に
た
い
す
る
批
判
l
l
iも
残
ν

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
本
一
間
は
以
上
で
結
び
と
す
る
。

(訂)

白
杉
理
論
に
か
ん
す
る
論
文
は
多
数
に
の
ぼ
る
が
、
昭
和
三

O
年
一

C
月
か
、
り
三
七
年
一
月
ま
で
に
つ
い
ト
て
は
、
松
原
四
郎
氏
「
白
杉
博
士
の

業
績
解
説
」
〈
『
白
杉
庄
一
郎
博
士
追
悼
論
文
集
』
学
竺
刊
行
委
員
会
、

昭
和
三
七
年
一
二
月
所
収
)
、

昭
和
三
七
年
七
月
以
降
に
つ
い
て
は
、

井

出
氏
「
白
杉
独
占
理
論
に
か
ん
寸
ノ
る
若
干
の
考
察
」
(
鹿
児
島
県
立
短
期
大
学
紀
要
第
二

C
号
、
昭
和
四
四
年
十
二
月
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(

官

冗

)




